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。
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あ
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鉢

で

后

の

あ
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ｉ
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〔
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王
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ｉ
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従
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Ｑ
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Ｊ
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友
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Ｘ
Ｑ
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日
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力
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目

の
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に
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深
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に
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え
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熱
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岡
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＆
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を
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に
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が
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葦
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１

４ｗ
４
４
４
ｑ
ｕ
　
c
ａ

壷
や
高
杯

が
出
土
し
ま
し
た

鼎

立
柱

建

物
は
二

棟

と
も

調

査
区

の
。山

知

で
、
竪
穴
住
居
『

土
軌
は
調
査
区
の

東
側

で
見

つ
か
り
ま

し
た
。

古
代

の・
土
師
器

や
須
恵
器

が

ｌｇ
＋
1
.
_
Ｍ
Ｓ
.ｊ
４
ｊ
“

ま

た
、
北

側
の
奈
良
古
冦
か

ら
声
へ
延

ぴ
で

く
る
奈
良
時
代

の
南
北
退

路
の

延
長

線
・
’・

で

調

査
を

し
ま

し
た
が
、
遠
路

側
溝
は
検

出
さ
れ
ま

せ
ん

で
し
4
1
6
 
ｙ

ｔ

Ｑ
Ｘ

平
と
は
考
え

に
く
い

の
で

、
今

回
の
調

査
区
ま
で
は

延
び
て
こ

な
い

こ
と

が
掘
認

で
き
ま
し
た

。

他

に
、
調

査
区

高
知
で

、
京

。四
方

向
の

溝

が

１
粂
見

つ
か
・
り
ま

し
た
。

幡
ニ
・Ｉ

ニ
ｍ

、
深

き

-

一
ｍ

の
断
面
Ｓ
四
形

を
呈

す
Ｑ
ｇ

ｙ
 

。‘Ｊ

れ
ま

で

の
調
査

で
は
発

見

Ｓ
ｋ

て

い
ま
せ

ん
。

非
常

に
立
涙

な
渫
で
す
か
、
土

師
器

の
小

さ
な

破
片
か
二
点

し
か
出
ｔ

’ｌ
ｌ

λ

で
’にｙ
心

飛

島
・
奈

良
時
代
の
粛

宮

一
柵
期

粛｛
邑

の

場
所

や
範
囲

を
確

認
す

る
た
め
の
調

査
で

し
た

が
、

そ

の
時

期
の
涼
需
は

秀
常

に
夕

な
く

、
茫

つ
か

心
た
遺

構
も

斎
宮
９

枢
部

を
構

成
す

る
よ

う
な

性
格

の
も
の
と
は

考

え
ＩＱ
れ
ま
せ

ん
”
Ｑ

ま
り
、
初
期
昼

呂
は
今

回
の
調

査
場

所
に
は

無

い
と

い
Ｉ１
こ
と

が
明

ら
か
に
な

り
ま

し
４

”
 Ｅ
’

の
五
隼
問

に
わ
た

る
Ｉ
闇

碩
一

調
査

や
そ

れ
以

剪
の
調
査

に
よ

り
、
初
期

斎
宮
は
今

回

の
調

膏

区
よ

り
も
西

側
に
あ
る
町
能
性

が
高

い
と

考
え

・・り
れ
ｔ

’？
。「

斎
宮
ｌ
以
降
物
部

水
惰
　

公
恵

笛154〕次・ 査　 全●(西 か引第150 次・ 査　路面に埋められた土Ｍ

第
Ｓ
胃
‘！
ｔ
Ｓ

Ｑ

．
９

疵
」
四
九
次
調
査

史

跡

。」川
】部

で

は

平

成

十

四

年

度

か

ら

初

期

粛

宮

｛
飛

島

『

奈

良

時

代

り
粛
｛
邑

を

確

認

す

る

た

め

の

調

査
ｆ

行

り

て

い
ま

す

。

第

‐‐

四

九

次

調

糞

ｔ
!’
 ４

Ｘ

Ｅ

明

和

町

竹

川

字

中

垣

内

の

近

鉄

阪

南

削

で

調

査

を

行

い
ま

・
り
た

’

平

成

ふ・一
七

年

度

ま

で

の

調

査

で

、

弥

生

時

代

・Ｉ

中

世

ま

で

の

遺

構

・

遺

物

が
数

多

く

磁

尽

き

Ｉ

４

．ｊ
４
ｊ
‘
 ４

４
 
９
’４

Ｓ

一

四

九

次

調

査

の

。印

側

で

行

心
た

第

一

四

］（

次

調

査

の

掘

立

柱

昇

は

ｉ
tｊＭ
 
４

Ｓ

し

ま

す

。

こ

の

付

近

は

、

史

跡

．ａ

ｓ

の

台

地

上

で
最

も

高

い
場

所

に

あ

た
9

’
 Ｚ

Ｉ
＃

か

ら

初

期
粛

宮

の

候

騎

池

と

し

て

有

力

祝

３

れ

て

き

た

蝸

所

で

す

。

そ

こ

で

非

常

に

立

涙

な

塀

が
見

つ

か

り
た

め

で

「

初
期

粛

宮

、
発

見

か
？
・
」

と

期

待

が

高

ま

り

ま

し

た

、

し

か

し

、

時

期

を

限

定

す

る

決

め

手

が

見

つ

か

り

ま

せ

ん

で

し

た

。乎

成

ふ・一
八
年

度

の

調

査

ｑ

ｊ

’
 ４

１
１
ｔ

代

の

方
Ｅ

周

躊

ｌ

四
基

、
古

代

の

掘

立

柱

建

゛

‘二
諌
・

竪

大

住

居

一

棟

ｆ
土

坑

、

中

世

。蘭

の

溝

な

ど

を

確

露

し

ま

し

た

ク

ｆ
Ｉ
な

出

土

遣

物

は

弥

生

土

器

と

古

代

の

土

師
需

‐
唄

奮

器
な

ど

で

す

。

力

形

哩

溝

墓

と

は

周

囲

に

溝

を

巡

ら

せ

た

四

角

い

鼻

９
’
 
i
i

｛
'
４
ｊ
土

を

内

側

に

盛

り

あ

げ

て

墳

丘

を

造

り
、

そ

・［
・・
へ

寥

穴

４
４

１
ｒ
 
９
'
‘
4
1
M
j

奔

し

ま

す
9
 
1
1
1
8
2
1
1
Jれ

た

溝

の

中

か

ら

は

弥

生

時

代

後
蜀

一
争

か

ら

約

子

八

．Ｅ’］
年

前

〕

の

と

ぷ

っ

か

っ

て
止

ま

り

、
上

か

ら

み

’
言

」
「
Ｔ

」

字

状

に

な

り
で

い
ま

し

た

。

ま

た

ＩＩ
』
の
４
一
個

側

溝

は

平

安

時

代

の
前

期

冗

世

紀

１
１
４
０
 

Ｑ
ｒ

ち

に

は

埋
ま

弓

で

溝

吟

は

た

ら

き

を

な

し

て

お

・
り
ず

。

こ

の

時

期

に

は

地

割

に

も

変

化

が
あ

心

た
・こ

と

か

疸

わ

れ

ま

す

’

・

河

北

西

ｉ

の

吏

側

溝

は

、

掘

ら
九

た

当

初

の

ｌ

を

と

と

め

て

お

・
り
ず

、

平

安
一
時

代

の

後

期

一
十

一

廿
一
紀

。泊

）

ま

で

何

度

も

掘

り

な

お

さ

れ

て

い
ま

し

べ

声

北

道

鴎

は

、

こ

の

。啖

に

は

当

柘

の

半

分

ほ

ど

の
‥一
回
り

道

に

な

口
で

い

た

よ

う

で
す

。

・

甫

北

厦

路

の

鴎

同

上

に

平

安

時

代

前

期

〔
九

世

紀

前

半

〕

の

土

器

を
・
埋

め

た

穴

が

あ

り

ま

し

た

（

下

写

真

）
。

お

皿

や

壷

な

ど

、

形

が
咳

Ｑ

た

状

態

で
［
ｒｇ
ｇ

ｊ

９

９

９

７

’
 ｑ

ｉ

上

２
‐
Ｑ
ｋ
‐

と
Ｉ埋

め

ら

れ

た

も

の

の

よ

う

で

す

。

・

東

。き

厦

鴎
は

北

側

溝

だ

け

見

つ

か
・
り

ま

し

た

か

、

甫

北

退

路

の

匍

溝

の

よ

う

に

途

切

れ

ず

、

交

差

点

を

ぷ
ち

抜

い

て

通

心

て

い
ま

す
y

￥
]
i
l

全

体

の

東

へ

の

排

水

を

優

先

し

て

い

る

も

の

と

考

尤
ら

れ

ま

す

。

こ

の

よ

う

に

第

一

五
Ｃ

次

調

査

で

は

、

建

物

な

ど

は

見

つ
か

り

て

い
ま

せ

ん

が
、

平

安
一
時

代

を

過

し

て
、

斎

宮

が

最

盛

期

を

迎

え

、

そ

の

後

変

吝

し

て

い
く

様

子

を

か

い
ま

見

乙

も

の

と

な

り

ま

し

た

。

命

名
孝

ぶ

叫
物
佃

大

川
　

勝

宏

斎
宮
跡
　
第
一
五
〇
次
調
査

全

体

で

約

一

三

七

ｈ

も

吟

広

３

を

も

っ

黒

房

斎

吉

跡

で

は

．

こ

れ

ま

で

の

杓

三
・（
‥
）
年

の

爺
猿

調

査

に

よ

り

、

ぞ

の

末

半

郎

に

区

．幽

遠

ｉ

に

よ

4’
て

区

切

ら

丸

た

一

辺

お

よ

そ

一

二
ｃ

ｍ

四

方

の

方

形

の

区

．陶

を

最

大

で

東

．角
】七

列

、

南

北
四

列

級

み

合

わ

せ

た

碁

盤

ｉ

の

よ

う

な

尼

制

（
方

格

地

翻

と

呼

ん

で

い

ま

す

）

が

平

安

時

代

の

初

め

〔
九

世

紀

初

め

〕

ま

で

に

は

造

営

き

れ

て

い

た
・こ

と

か

、

わ

か

Ｉ心
で

い

ま

す

’

そ

’し
て
こ

の

・
地

刺

を

基

本

に

鳶

宮

吟

宮

殿

や

御

殿

が

．Ｆ
一
１

３

れ

て

い

た

様

子

ｊ

’
 
S
1
1
1

］
i
i史

博

物

館

の
ａ

が

室

の

嗅

型

で

も

見

る
・こ
と

が

で

！
ま

す

．

第

一

五

じ

次

鯛

査

は

、

Ｑ

９
‐
1
1
1
代

の

壮

大

な

都

市

計

画

と

も

い
え
'
４
q

１
２
４
１
 Ｑ
 ‐

Ｑ
道

路

の

交

差

点

の
ｓ

分

を

調

査

し

ま

し

た

．

区

．掬一
を

構

成

す

る
要

所

を

調

査

す

る

こ

と
ｙ

’
 ｊ

１
７
９

‘
1
1

立

や

変

罵

を

調

べ

よ

う

と

い
１つ

も

の

で

す

．

ｔ
[
Ｅ
]ｑ

Ｒ

査

で

は

、
・
池

剤

全

体

の

享

か
・
２

一

本

言

の

遠

路

と

北

か

ら

二

本

ｉ

の

彊

路

の

布
差

』只
の

大

部

分

が

確

認
ｓ

れ

ま

し
‐ｔ
1
5
 
Wｔ
'ｊ

道

略

の

桶

緬

な

と

は

き

れ

て

い

ま

せ

ん

の

で

内

側

の

側

溝

の

存

在

で

、

そ

れ

と

鎔

る
・こ

と

か

で

き

ま

す

。

ｌ

こ

で

わ

か

心
た

こ

と

を

い

く

つ

か

整

理

し

て

み

ま

す

と

・

・

・

・

甫

北

Ｍ

ｔ

Ｑ
ｇ

‐
!ｊ
’
 ａ

ｓ

Ｑ
一
屑

と

肩

の

問

で

こ

Ｉ
ｍ

を

り

瓦
乙

咄

が

あ

り

ま

し

た

’

・

南

北

道

路

の

．ｓ
】
側

溝

は

宋

．ｓ
】
道

路

の

北

側

溝



二

上

山

を

尋

ね

て

駐

早

場

を

ほ

に

、

峰

勢

．
．
卜

Ｎ

れ

で

．
．Ｌ

山

へ

と
・
回

か

・

だ

．

．
卜

内

は

葛

城

逆

峰

に

怯

く

皿
で
師

．九

．
し

木

６
･Ｓ

ａ
Ｘ
４
１
Ｘ

Ｘ

Ｘ

米

の

趙

冊

か

寄

り

汲

う

様

に

３

び

、

奈

良

力

面

か

ら

眺

め

る

Ｉこ
ラ

ｙ

ダ

Ｍ

１
９

１
!
j
1
1
1
?

‐Ｍ
ｇ

Ｅ
!
'
ｔ

ｙ
 

４
’に

．
．Ｌ

山

に

沈

む

夕

日

の

柔

し

さ

は

、

昔

か

ら

西

方

浄
・
Ｌ

の
・
Å

目

と

し

ｑ

ｔ

Ｍ
ｇ

ｙ

４
 
９

４

４
ｊ
‘ｅ
２

い

．

私

迂

．
４

ｔ
!
’
 ｒ

ｉ
ｊ
 ｇ

ａ

４

１ｙ

５

￥
ｔ
ｉ

Ｑ

．化
を

逐

げ

た

人

津
・
笙
ｒ

’の
ｇ

が

育

も

乖

み

頃
・‐
１１
を

口
‥
ざ

し

た

．

登

山

逓

で

町

き

交

う

人

々

は

、

リ

ュ

ッ

ク

を

背

に

杖

を

苔

．

た

人

、

幼

い
ｆ

ど

も

の
・
ｒ

ｔ
‐
引

い

た

母
ｇ

な

ど

様

々

で

、
‐１１家
族

連

れ

で

楽

こ

め

£

（

イ

キ

ン

グ

ー
・
・
ス

と

な

っ

て

い
4
9
 
8
1
1
1
4
4
‐ｇ

４

逗

を

哨
ｘ
・
な

が

ら

辿

り

芯

い

た
E
1
1
1
代

池

で

は

、

人

零
・
こ
『
円

う

の

に

致

叫

の

哨

鰐

が

優

芙

な

’貿
で

私

迂

を

川

迎

え

て

く

れ

た

、

．几
気

に

冰

ぐ

鯉

を

眺

め

な

￥
'４
‘ｊ
'
!
 

ｅ
 ４
Ｊ
　
息

．

腰

を

仲

ぱ

卜
り
、

．凹
ｎ

を

．人

に

か

ざ

し

な

が

ち

、

ｇ

ｓ

ｇ

Ｑ

￥
ｓ

１２
'Ｒ

’

”
 ４

ａ

ｉ

ｅ
 
９

４

０

Ｆ

ｌｔ

に

収

ま

恙

．

わ

が

背

ｆ

と
　

μ

み

卜

人

７

４
'

ｅ

ｂ

ｏ
 
Ｑ

１

４
．１．
'ｌ
‐
Ｅ
！
　

！
！
Ｑ

ｉ

Ｓ

４

１ｊ
　
　

￥

Ｑ

石
例
場
恥

か
ら
更
に
以

遠
。に
俯
く
。
ぷ
も

れ
目

を
｀
…
び
な
が
ら
、
右
ｒ

に
呑
ｉ

路
と
恥
さ
ｋ

た
専

。。や
を
見
ｉ
。
ぷ
限
ド
に
は
当
麻
の
町
ｓ

み
が
！
絵

の
様
に
浮
か
ん
で
い
た
。

Ｍ
~４
[ｌ
r
　＆
ａ
　

￥
ｓ

邨
夙

怨

霊

伝

説

蔡

代

の

粛

。ｈ

ゆ

か
り

の

地

を

嘉

恙
研

修

旅
Ｆ

、

ｔ

ｇ

ｔ
!
’
 Ｘ

Ｓ

府

太
ｒ

町

と

章

艮

匹

町

収

町

に

ま

た

が

ふ

。
．
L
1
1
1
と

嶺
・・
艮

県

。九
俵
も

の

御

霊

神

社

を

訪

ね

ま
し

た

。

″
｀
匯

か

ら

な

る
・Ｉフ

ク

グ

の

’・・
ぶ

の

よ

う

な

彫

を

し

た
1
1
1で

、

犀

限

仙

狽

に

は

、
‐
1
1
1
4
4
=
ｆ

Ｓ
'
 ５
 Ｇ

＆

課

に

ｌ
．
り
ａ

反

の

塚

娶

で

処

刑

さ

れ

た

人

東
‐
笙

女

の

弟

、

人

津

皇

’ｊ
の

墓

が

み

り

ま
・
Ｔ

。

ま

た

、

登

山

逗

が

蛯

笥

さ

れ

、

家

躾

迂

れ

等

た

く

さ

ん

の

人

逐

が
（

イ

キ

ー／
グ

を

泰

し

ん

で

ぃ

１

す

。

私

た

ち

も

忌

勾

配

の

長

い

民

い

坂

逗
ｔ
‐
、

休

み

休

み

山

頂

を

口
‥
徊
ｙ

で

量

山

を

楽

卜

み

１

し

た

。

そ

卜

一・≒

人

＃

４
了

９
;
１４
 
４

４

Ｘ
~
し

、

心

地

よ

い

迂

吸

感

を

瞭
。
じ

’？

・・
と

が

で

Ａ
・
ま

し

た

。

惘

！

神

礼

。に

、
Ｑ

の

俸

力
ｓ

ｇ

ｆ

ｒ
ｔ
 
D
1
1
1
4ｓ

水
争

い

）
に

よ

り

非

業

の

．他
を

遂

げ

た
４

・‐
１１
内

践

．Ｌ

と

他
．り
ａ

．Ｌ
ａ

ｆ

の

霊

を

弔

う

た

め
に

佃

武

．人

‐
l
l
l
Q
S
S！
.
!
'
ｉ
 ｇ
 ｇ

ｉ
r
１
１
９
￥

‘Ｑ
ｔ

￥

９
￥
1
9

右

の

木
刄

は

、

．
六

．．
．七

Ｖ

に
ｉ

て

ら

れ

流

造

松
ｋ

茫

．
．同

軋

で

、

章

艮
犀

徊

定

文

化

尉

と

な

っ

て

い

ま

す

か

、

本
栗

の

松

瓜

耳

の

ｌ

徊
に
ｇ
一
が

掛

け

ら

れ

て

い

て

、

、
ｊ

か
り

見
え

な

か
っ

た

の

が

残

含

で
し

た
．

禰
！

神

社
に

祀

ら

れ

て

い
'ｒ
 
ａ

ｓ

Ｊ

Ｆ
１
９
４
ｇ

な
川

卜

内

認

．・
―

波

乱

．力
玄

々

人

ｔ

を

降

っ

て

み

ま
し

た
．

祁井巾微光良￥Xll 供

?1Ｘ

１

φ

二

上
1
1
1
と
御
霊

神
札

s
ａ

Ｋ
 １１
４
Ｈ
１
９
‘
'

２

吹
き
わ
た
る

ｊ
斎
王
ま
っ
Ｉ
実
行
委
員
会
ｊ

μ

．Ｌ

ま

．１。・
り

実

打

委

県

会

は

、

第

．－

ｊ

回

‘
剌

．Ｌ

ま

Ｉ心‐
‐ｎ
．
の

戚

砧

と

、

パ

ン

フ

レ

フ

ト

作

戚

の

た

め

の

収

材

研

体

と

し

て

．

平

成

卜

・
几
年

．
Ｈ

－

Ｉ

ｕ

つ

て
き

た
．

．
Ｌ

山

と
『
円
え

ば
、

山

頂

に

、

．人
政

．人
呈

の
ｒ

で
諜

．涙

の

県

い
を

か

け

ら
れ

、

自

吉
さ

せ

ら
れ

た

人

渠

笙

’．‐
ゐ

雪

が
あ

る

｀
″
で
知

ら

れ

て

い
る

．

ま

た

、

初

代

窟

．ｉｊ

あ

り

、

人

洋

皇

’．『
’
の
帥

で

為

恚

人
束

岳
女

が
献

ん
だ

、

ｉ
・

り
一

一

t jl

七　1.

X』...

W　IS

¬

現 ．

・甘

の
　

人

な

右
ｂ

じ

ゃ
　

刷

川
よ

り
．
は

一
一

が
ｒ
″ｔ
ｊ

：

Ｉ・
‐‐
山

を

弟
吸
と
わ
が
見
む
Ｉ

と

い

う

、

歌

で

も

知

ら

れ

て

い

ぶ

だ

ろ

う

。

ｔ

ｇ

！
ｊ
’
 

Ｓ

＆

ｑ

Ｑ

”

‐
‘
六

れ

が

む

加

ヽ

。・、

人

孤

府

ぶ

ｆ

町

側

か

ら

、
．
Ｌ

山

を

登

る

柔

と

し

た

。

足

の

詞

ｆ

の

思

い

人

も

い

た

の

で

。

令

。只

の

登

頂

。に

な

ら

な

か

っ

た

が

、

片

追

．
Ｑ

同

の

行

稗

は

、

な

か

な

か

誦

景

の

変

化

に

ｉ

ん

で

い

て

面

白

く

、

皿
（
味

良

い

も

の

で

あ

っ

た

。

迎

巾

に

は

、
老

尼

の

’
ド

柘

杉

｛

徊

周

り

絢

Ｓ

タ
ー１

卜

Ｑ
 
‐
 
１

１
１
１
１
Ｒ

Ｆ
１７
ｊ
‐
 ‐
 ￥
‐
‘ｉ

卜

隼

九

月

の

か

凧

で

倒

れ

、

。
部

が

残

っ

て

い

志

も

の

）
が

あ

っ

た

り

、

刷

μ

香

や
に
人

沢

の

町

み

み

を

眺

め

た

り

、

楽

乙

く

心

弗

以

い

汗

ｔ
‐
か

く

登
1
1
1で

あ

っ

た

。

型

式

．人
‐
l
l
l
 
G
 

‐
１６
４

’
 

４
１
ｔ
!
 ＆

Ｒ

￥

４

Ｒ
｛
ｍ

、

同

母

扨

に

不

敬

内

認

．Ｌ

．
［
円
母

弟

に

安

ｉ

ａ

．Ｌ

が

い

名

．

と

．
：

Ｑ
‐
、

瓦

魚

の
・
時

に

伊

勢
ｇ

．Ｌ

に

１ｒ

定

さ

九

、

六

ｊ
'‐ｑ

Ｕ

伊

勢

へ

．ｒ

川

．

４
］
Ｉ

Ｘ

ｊ

． ’
 

Ｓ

Ｑ

９

． １

Ｓ

．卜

の

忌

．孔

に

よ

り

伊

芽

応

・
呂

を

退

ド

．

1
1
:ｌ
ｉ
Ｓ

’
 

‘７

Ｓ
Ｉ
’
.
;Ｑ

Ｊ

‐
Ｑ

Ｘ

Ｘ
~
’

ｌ
!

‐
4
‐
1
1
一
良

、

他

．り

以

７

１

昌

ｉ

。

祢

徳

．人

‐
笙

崩

御

の

慌

、

．人

軸
Ｈ
．人

・
阜
一
の

柘

で

あ

る

自

！

．Ｌ

が

Ｉ笙

位

に

就

き

、

光

仁

．人
・－
’一

と

な

り

、

・
笙

斥

と

な

る

．

七

七

．
垢

、

凧

一

人

逆

で
熾

女

に

．人

‐
聳

を

呪

い

器

す

析

祷

ｔ
‐
き

せ

ふ

、

マ

シ

ワ

ザ

（

人

Ｑ

？
　

４
'
ｌ

片

に

夕

げ

‘Ｋ

４

Ｑ

）

Ｑ
 ｓ

ｅ

９
'
 ４
‐
ｔ
ｊ
Ｊ

ｘ
'

／
 

１
１

后

の
・
ぼ

を

剥

奪

さ

れ

、

ｉ

太

ｆ

と

な

っ

て

い

た

他

．ル

袁

．・一
１１
も

母

に

連

座

し

ｑ

１
１

４

‘…

Ｑ
 ａ

４

１１

￥

さ

れ

た

．
!

Ｉ
ｓ
!

ｊ
ｕ

Ｅ

ａ

ｇ
'
 ‐
Ｈ

ｓ

の

柵

武

．入
ａ
ｌ
Ｄ

拷
ｙ

‥
を

課

ふ

屎

原

式

‐一
命

の

篤

啼

が

あ

っ

た

．

７
一

２

’
 

４

１

ｊ
｛
Ｒ
＆

に

葬

刄

氏

の
ｒ

巾

に

あ

っ

た

Ｊ

七

ｔ

．
．
．
斗

、

賑

肢

内

祝

．Ｌ

一
光

仁

．人
・
４
一
の

齢

妹

｝

を

呪

胡

卜
り
た

罪

で

、

人

利

一
４

Ｆ

ｉ
;
:郡

の

次

官

の

七

に
　

・
恩

ｆ

の

執

戸

．Ｌ

と

ス

に

陶

閉

さ

れ

、

そ

の

慌

人

４
‐笙

’Ｊ

の
ｇ

が

な

ぜ

．
・・・‐‐
1
1
1
に

あ

る

の

か

、

諸

説

は

色

々

あ

る

と

思

ｆ

ｙ
 

Ｆ

７

ｔ

４
４
４
Ｊ
’

＆
‾

時

の

邨

が

．
望

川

東

た

か

ら

な

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

？
・

Ｑ

Ｉ

Ｑ
‘＆

１

４
”
 
４

￥

Ｑ
ｇ

Ｓ

Ｑ

４

Ｑ

、

．
．
Ｌ

山

で

あ

心
た

．

．と

発
‐‐
り
細
’
！

神

社

は

、
ｕ

Ｌ

内

観

。‐
１

７
‐
艮

侭

。≒

他

。卜
’
侭

。‘
１１を

祀

っ

て

い

る

。

。４
ｊｇ

“２
･９

１

Ｘ
~‐ｊ

‘
 
1
1
X＆１

４

９
‘
４
 
Ｘ
'
６
'地

で

あ

り

。
・注

八

時

代

に

は

こ

こ

を

通

有
・
７

る

者

は

、

人

參

と

い

え

ど

も

馬

か

ら

。卜

り

て

適

応
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４
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ｉ
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４
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、
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ｎ
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瓦
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Ｓ
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．
］
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＆

４
'
l
tＦ
 

Ｑ
 
ａ
１
１

４
 
４
 
Ｎ

ｊ
、

大

津

皇

子

と

二

上

山

人

海

皇

ｒ

は

．人

政

．人

！

の

唄

．

．
．卜
１
．
Q
9

’
 
1
4ｔ
ｔ
!

４
１

Ｆ

１１‐
皇

女

．

人

伺

・
旱

良

は

柚

で

あ

る

こ

と

は

皆

堵

ご

承

知

の

こ

と

で

も

£

．

．
Ｌ

山

．
1
1
｀

金

剛

巴

駒

杞

‐‥
き

岡

竃

公

園

に

’Ｑ

し

、

人

‐
川

の

回

‐
こ

湘

‐
以

の

岡

徊

に

あ

る

．卜
１‐

．

七

ｍ

の

雄

ａ
｡
1
J
ｘ
.
;

ｊ
ｘ

．

．
ｉ
 
Ｑ

ｌ
 
ａ

４

４
'
４
'

ｙ
 

ｒ

‘ｉ
‐
Ｑ

４

４

４
'
９

１
’
 

Ｓ

Ｘ

ｔ
！
 
「

に

じ

ょ

’‐１・
ざ

ん

一

と

吽

ぽ

れ

て

ぃ

る

が

、

聶

ほ

は

『

に

じ

１

う

ざ

ん

‐‐

と

呼

ぼ

れ

心

こ

と

が

參

・
い

．

人

占

に

哨

火

を

籾

こ

し

た

火

山

で

石

Ｋ
.
1
1の

召

料

で

あ

右

廿

ヌ

カ

ｆ

卜

か

羅

．μ

岩

と

と

も

’．に

ｉ

潟

、

‥
、

飛

‐Ｓ

Ｍ

低

徊
.
1
1
1戮

な

ど

の

町

舛

を

収

ｊ

し

た

石

切

場

か

ち

£

．

４
 

５
･
Ｘ
ｔ
Ｆ
Ｍ
 
Ｑ
 
Ｓ
'
Ｎ
 

４
 
４
 

９
：
４

４
'
￥

ｉ

Ｘ

ｌ
ｇ

Ｑ

４
'

小

夜

更

け

て

あ

か

と

‘
t‐
l
i
!
ｊ
４

２
１

４
=
｡
ｒ

１

４

２

ｊ

の

思

い

を

胸

に

ぶ

・
ぢ

を

八
‥
発

し

た

．

．人

智

．人

ａ

一
が

没

し

た

八

七

．ｒ

’
 

Ｋ

１

４

１

Ｆ
．・
’

ほ

兄

．人

智

．人

皇

の

了

人

友

・
竺

・
ｊ

ｔ

討

．ｙ
．‐
ぺ

く

て

巾

の

４

を

莉

こ

Ｌ

勝

Ｆ

し

た

’

人

牢

‐
笙

ｒ

は

ｆ

ぽ

人

貴

と

２

ｑ

Ｋ

ｌ

ｅ

ｌ
]

２

￥

ｅ
 

９

１

４
ｊ

２
＆
ｇ

． ｉ

ｊ
]

１１
１

呪

山

Ｌ

則

刷

郡

一

嵐

野

町

）

で

再

会

Ｌ

ｌ
･９
 

１

４

“

そ

の

吸

人

海

人

皇

ｆ

は

飛

・
鱗

降

御

原

・
と

で

．人

吠

．λ

皇

と

ヽ

‥
て

川
・
除

ヽ

．・
だ

．

．λ

吠

．人

皇

は

六

‐
４

Ｑ

ｇ

Ｑ

（

ｔ

￥

ｌ

ｉ
Ｑ

’
 

４

Ｓ

‐
l
l
F．・
’
、

人

津

・
な
７

．・『
、

忍

’
―

－
７

．・
’
、

川

烏

・
以
７

．・
’
、

芝

X
4
1
1〔

Ｉ

Ｗ

ご

な
Ｉ
’
．
'
‐
｡ｙ
 
i
l
l
d
!
Z
の

ｓ

Ｉ

Ｘａ
:

４
‐
1
1
4

〔
持

執

．人

‐
1
1
1
?
‐

＠

４

￥

５
 

７
.
:‐ｉ

の

乱

を

旗

揚

げ

し

に夕

一［

野

へ
4
1
1
1

‐
ｙ
 

４

‘
…
l
l
'
!
ｊ
 
r
ｓ

Ｓ

ｃ
'
q
l

‐
５

ｔ
j

￥

ず

兄

弟

力

を

介

わ

せ

咀

を

治

め

よ

Ｉ
、

ま

た

皇

！

た

ら

を

抱

き

Ｌ

め

一

母

は

連

『
‐
．‐
が

み

な

［
凹

じ

母

か

ら

叱

ま

れ

た

Ｉ
ｂ
［
円

楳

に

ｉ

Ｌ

い

‐‐‐

と

・４
一
位

祁

承

の

た

め

の
・
争

い

を

．・．Ｑ

ｙ

４
 

Ｑ

Ｉ
;
“
 
｡
ｒ
4
4
1
4
'

Ｘ

ｌ
ｊ
１

４

今

回

．に

冨

嘔

↑寸
へ

の

ぶ

米

か

ら

什

米

の

盛

ん

な

竹

内

恂

遠

目

１
’
り

、

初

め

て
ａ
Ｆ
 
９
'
ｔ
Ｑ

’
 ｌ

＆

Ｑ

Ｊ

‐‐
１１
は

石

造

ｈ
‐
の

。ｊ
峙

計

や
．
．
．角

点

が

崎

Ｉ

に

些

笥

さ

れ

て

い

た

．

．
・
ｉ

凪

ふ
…
絶

゛

に

は

今

回

ｌ

．Ｕ
Ｑ
［
Ｉ
Ｓ

’
 Ｋ

津
‐
笙
１

の
ｇ

が

あ

志

．

ｇ

は

節

数

ト

メ

ー

ー

’″
の
・
小

反

模

な

に

戮
ｙ
‐
ご

あ

っ

た

．

人

海

皇
ｒ

は

．人

皇

の
．徊

．１１「
‘
で

あ

り

、

ｉ

に

継

承

を

め

ぐ

っ

て

政
ｓ
‐
の

砦

剛

の

Ｅ

人

公

で

も

為

ｉ

。

大

才
・
琴

．・『
・に

凧

貌

人

き

く

威

゛

高

い
・
こ
Ｉ
ぶ

・
丿
・

も

た

か

か

っ

た

Ｉこ
り

え

ら

れ

て

い

る

．

政

５
‐
の

な

か

に

処

刑

さ

れ

た

の

４
”
 
Ｋ

ｔ
ｔ
４
Ｆ
．・『

ｇ

ｊ
Ｘ
ｇ

ｅ

￥

５

‐ｌｔ
９

４
 

Ｍ

Ｆ

４

ｊ
 ！
２

人

＆

‐ｌｔ
ｉＳ

ｇ

ｌ
 

ｌ
Ｌ

か

ぱ

Ｉ尽

を

葛

城

の

．
・
１１

山

に

侈

し

弗

心

と

き

の
1
1
1
｀
愁

し

て
μ

ん

だ

利

歌

に

和

歌

‐
リ
つ

そ

み

の
・
λ

な

る

や

ｒ`

や

刷

に

よ

り

は

．
．
Ｌ

山

Ｑ
'ｇ

ｌｘ
４
１ｇ
」
４
ｗ

ａ
　

４
１４

４

’

よ

た

、

大

仙
・
早
瓦

．に

人

津

皇

’．‐『
が

伊

勢

の

迪

の

４
・
ざ

Ｉ
い

っ

八
‐
の

み

恋

１｛

り

の

Ｌ

り

．卜

り

に

昧

ん

だ

歌

．
笞

が

あ

Ｊ
曳

わ
が

霧

卜
ｔ
を
　

大
1
3
n
'
４
‐
4
j
 
1
1
4
'
＆
ｔ

９

暁
Ｉ

に
　

わ

が

な

ら

ぬ

れ
Ｌ

．
人

打
け

ど
　

行

き

遇

ぎ

が

た

』‘りＩ
　
駄
1
1
1
を

い

か
に

か
召

が
　

ひ

と
り

咤

ゆ
ら

む

Ｊ
・
の

．
．
苔

は

決

別

の

な

ご
り

、

座
ｒ

の
・
限

娶
ｔ
・

見

送

り

？
つ

詠

ん
だ
・
釜
ｆ

の
壹
‐‐
忌

を

恒

心

歌

で

も

乙

う入

穿
・琴

。・『
の
ｇ

、

．
Ｌ

山

を

く

だ
り

再

び

竹

内

狗

造

に

帰

る

。

さ

せ

た

．

人

諏

ｉ

ｆ

は

六

八

六

Ｅ

・
卜

Ｕ

．人

吠

．人

一

が

泊

嘸

す

る

・
こ

川

烏

以

７
．・『

（

．人

智

．人

・
雄
一
の

．
．‐‐
）

の

希

」一［

に

１｛

り

謀

皿

の

県

い

で

姉

ら

え

ら

れ

、

哭

目

処

刑

さ

れ

た

．

‐
’
．一
．
．‐
’
．に

式

男

、

Ｑ

・
同

に

庚

れ

父

．人

式

．人

皇

、

祠

近

は

も

と

よ

り

仙

父

の

．人

智

．人

‐
雄
一
に

も

ｉ

さ

ｋ

９
 

２

‐
4
j
“

こ

の

竹

内

恂

造

．に

わ

が

四

乖

ぷ

の

Ｉ１

迫

で

あ

ｉ

と

一
・
一
わ

れ

て

い

も

一

初

’Ｓ

御

迪

－

と

も

い

わ

ｈ

、

人

利

の

エ

か

ら

河

内

の

一
考

．
巳

λ

を

粒

ぷ

里

・
友

な

1
1

‐
1家

の

崖

業

９

＆
!
.
'
.

７
‘ｑ

ｑ
S
l
!
1

こ

の

竹

内

作

酒

か

ら

大

の

訪

同

地

、

．ｊ

慄

巾

へ

と

パ

ス

は

ひ

た

走

恙

．

．瓦

修

訂

に

は

徊

！

神

社

か

毘

政

き

れ

て

ぃ

恙

．

御

霊

神

礼

と

は

嘲

り

・
神

．に

光

仁

．￥
l
l
l
‐
l
l
l
＆
!
･
4
1
1
4

…
人

皇

‐
な

瓦

の

川

Ｌ

内

観

．‐
１１
で

あ

ｉ

．

川

Ｌ

‐
’．一

な

は

奈

良

心

．
代

、

大

仕

堤

亡

な

ど

の

人

早

業
・
を

進

め

た

型

式

．人

・
な
一
の

・
戈

虫

・
こ

Ｉ
ヽ

て

、

に
‘に】

’

Ｘ

ｊ
‐
!
２

￥

４
.
1
;

‘
 
‐
.
j

．
．

Ｖ

．几

歳

の

時

、

卜

定

｛

ぼ

く

じ

よ

九

．・
1
1
1
じ

に

よ

Ｉｎ
‐
、

μ

．Ｌ

に

｀
’一

ぱ

れ

七

．
七

十

卜
　

截

で

扁

・
ざ

に

叫

住

Ｌ

－

九

午

同

岬

粛

．卜
１
．
と

ヽ

．
'／

４

ｊ
]

Ｑ
 
１
 

９
 
１
t
Ｊ

。
 Ｊ
／
 
5
1
?Ｑ

、
・・

だ

．ヒ

四

六

ｔ

・
内

政

．Ｌ

．
．－

政

で

胚

ｔ
‐
肝

か

れ

ｔ

域

・
ふ

へ

戻

り

数

き

・
ｉ

・
目

！

．Ｌ

の

紀

と

な

ら

れ

た

．

ｇ

．‐
１１
制

度

．に

人

栄

・
な
一
女

か

ら

、

Ｉ

Ｌ

‐
な

夏

へ

・
こ

り

な

が

り

、

ｇ

宮

哭

や

‘
Ｍ

．
‐
１１
削

吹

を

発

涙

、

碓

ｙ

‥

さ

れ

て

い

Ｑ

た

．

御

！

神

範

は

奈

‐μ

時

代

末

胡

に

屡

吼

と

柿

に

．人

変

’
地

鶯

が

邨

政

ぎ

、

思

疫

が

池

打

し

た

た

め

、

時

の

尤

仁

．人

‐
尊
一
は

た

た

り

を

恐

れ

て

霊

を

慰

め

ら

れ

も

た

め

、

χ

‥
地

の

戮

召

を

ぶ

葬

し

佃

召

と

４

Ｌ

た

．

人

Ｑ

Ｑ

ｔ

・
旧

に

は

個

！

神

社

が

χ

１１
地

‐
に

廻

Ｑ

さ

れ

て

ぃ

っ

た

．

現

か

．え

修

巾

内

に

は

祭

一

戈
‐‐
れ

る

御

霊

神

礼

は

．
．
卜
1
1
.

ほ

ど

ち

６

．

前

Ｘ

一
の

光

卜

．人

・扇
一
、

川

卜

内

侭

．
・
１

’
間

る

・
ｃ

外

せ

な

い

の

が

酒

人

゛

．‐
ぶ

、
あ

Ｘ
ｔ

酒

人

親

．
‐
１１
．に

兄

仁

．人

・以
一
・
ご

川

Ｌ

内

親

．‐
１１
の

・４
一
久

９

４

Ｘ

”
 

Ｑ

Ｘ

Ｑ

Ｓ

％

．人

息
一
の

妃

、

同

母

拠

に

．に

、

ｉ

ら

れ

名

＃

Ｌ

内

政

．Ｌ

、

ｔ

．リ

政

．Ｌ

母

ｆ

も

同

じ

遭
’命

だ

っ

た

と

い

え

る

．

［
甲

の

桶

ｉ

が

姉

哨

の

斡

を

断

フ

た

の

か

、

大

仙

の

応

・互

・
、
の

別

に４
ｅ

ｓ
｢
’
 Ｋ

ｔ

Ｑ

＆
;
!ａ

．ｅ

ｓ
｢
’
 ｔ

さ

れ

た

姉

・
こ
し

て

の

λ

伯

の

歌

に

込

め

ら

れ

た

姉

弟

の
・・ｙ

ｔ
思

い
山

‐
１１
の
ｇ

に

ｉ

を
．垂

れ

た

．

゛
反
の
罪
と
２
９
￥
ｉｌ‐
￥
"

Ｇ
４
４
＆
ｙ
ｐ

４
　
　

４
ａ

I
Ｘ
２

ｔ
!
iｔ
４

ｊ

９
 
１

Ｑ

‘
 ‐ｌ
ｌ
ｉ
ｄ
５
Ｓ

ｉ

＆

Ｚ
Ｘ
＆

９

～

卓

ｉ

‐
z
1
1
4
6
･
‐
z
l
l
＆

４

％

Ｑ
｡
Ｑ
‐
Ｑ

１
２
１ｔ
 
ｅ

た

と

’【

わ

れ

名

の

は

こ

の
・
こ

と

か

ら

と

思

わ

れ

芯

．

紺

肛

の

歌

と

ヽ

．・
で

、
一
石

溥
　

愚

衆

他

外
　

嗚

鴨

？
　

今

に

．
4
8
1
1
　

￥
1
!ｉ
ｌ
ｉ
‐
;￥
‐
j
 
9

‐
Ｑ

づ

た

ふ

巷

余

の

池

に

嗚

ぐ

鴨

を

今

日

の

み

梵

て

や
一

陸

り

な

む

Ｉ
．

i
i
 
r
ｌ

Ｘ
Ｑ

ｅ

１
１
!ｊ
ｇ
'
.
.
'ｓ

４

ｓ
'

ｑ

ｅ

．に

こ
・
ご

．に

今

丿

ま

で

か

、

私

は

．北

ん

で

ぃ

く

の

で

為

心

’・
．
な

一

が

．む

葉

集

に

あ

志

．

よ

た

Ｉ

本

最

占

の

艮

詩

集
1
1
1惘

凧

憑
1
1
1に

金

‐４

１

丙

さ

’
大

罵

か

西

に

比

む

と

ふ
Ｉ
｝

μ

声

柘

歿

び
こ

呻

も
Ｉ
膏

げ

恙

と

政

の

肯

が

’ｔ
（
1
1
1
‐
Ｃ
‐
私

１
９

４

Ｓ

ｔ

ｇ

“
 

Ｃ
ｇ
　　
＆

Ｑ

ｉ

．ｋ

客

は

い

な

い

ヽ

此

夕

雌

参

川

一
夕

刈

に

秦

を

ＩＭ

て

Ｉ。ｃ

’‐‐
に

向

か

う

ｅ

４
?
‐

詐

阻

の

戻

防

が

収

め

ら

れ

て

り

ｔ

大

才

・￥

．・『
・に

．
Ｌ

山

に

葬

ら

ｋ

。

斎

喩
』
の

仁

を

１
５
４

４

４

！
２
１１ｇ

Ｑ
 ｇ
 

ｉ
｢４
!
 ４
 
Ｋ
t
５
 ‐
lｔ
1
4
ｔ
!
 Ｓ
ｇ
 

Ｕ

び

ｒ
'ｒ
 
９

￥

４

Ｇ

人

な

る

我

や

刷

．１

よ

’り

は

．
・・
１１

山

を

弟

と

我

が

見

む

１１１

レ
ー
歌

っ

た

．

１
 
‐‐ｎ

野

で

の

誓

い

は

何

で

あ

っ

た

の

だ

ろ

’・ｒ

か

．

父

は

兄

９

１１にｆ
硲
‐
μ

ぼ

、
‐
、

良

が

ｒ

は

僚

母

に

処

４
‐‐

れ

る

需

肉

の
・
辛

い

は

、

冰

に

防

れ

た

御

霊

神

技

に

も

ら
　

・
］．・
の

人

津
‐
阜
一
ｆ

の

ｉ

．
Ｌ

‐
Ｅ

ｉ
‐
ｑ
ｉ
￥

”

“

１

１
 
２
 
１

４

Ｘ
 
Ｑ
･
ｉ

‐
Ｅ
 
５

’

近

く

に

・
‥冊

谷

１１
‥
.
1
1
1
吸

が

あ

恙

．

．
．

－

数

郡

司

に

発

毘

か
・
れ

、

し
」
匪
１１
妃

末

に

摯

造

さ

れ

た

と

乖

測

さ

れ

９
 
Ｑ
 

．ｙ
 

ｓ

ｋ
‐
Ｍ

４
'
４

￥
ｊ
４

ｅ

９

あ

ｉ

こ

と

か

ら

人

才

・
以
了

の
ｇ

で

Ｉに

な

い

か

と

、
1
1
1卜

の

ｇ

の

鳶

偽

が

ｉ

じ

ら

れ

た

．

以

７
．・
’
と

．に

い

え

謀

反

の

罪

で

．死

罪

・
こ
な

っ

た

者

が

山

し

に

埓

身

さ

ｋ

ｉ

の

も

ぼ
’

同

が

残

る

、

山
・
‐
１１
の

ｇ

は

仮

．
丿
改

葬

さ

れ

祀

ら

れ

た

の

で

は

な

い

か

と

思

い

た

い

．

介
両
則

第
３

k
S
4
9‐
Q
9
1
r
　２

他

．１
．’
観

．
・
ぷ

い

不

叔

母

に

不

破

内

観

．・
が

い

る

．

宝

亀

．
几
引
‐

７

】
七

〇

仇

・
、

光

仁

．人

‐
な
一
が

叩

位

し

た

４
２
 １

’
 
!１９

 Ｋ

ｉ
:
Ｓ

．Ｌ

は

Ｉ

九

歳

で

伊

努

の

覇

．Ｌ

に

卜

定

さ

れ

右

．

伊

努

へ

の

．‐
．‐
‐
Ｘ

Ｑ

ｌ
ｉ

！
２
‘
 
１

４

の

た

め
‐
」
ぱ

ら

く

こ

も

志

野

・
ぜ

と

・
し

て

吝

丿
μ

・
ざ

に

ｔ

￥
'
ｙ

や

が

て

ｉ

粛

を

終

え

て

宝
一

ｌ

ｎ

７

」
Ｆ
』
Ｚ

１
･
ｊ

伊

勢

の
・
鳶
・
｀
］
に

．♪

川

す

る

．

宝

亀

六

￥
･
Ｘ
 
７
'
2
j
7
 ‐
;
ｉ
:ｇ

．卜

と

他

．リ

筏

．卜

の
・

幽

閉

兄

で

の

忌

．化

に

・

‘
り

、

扁

．‐
１１
を

泗

ド

す

Ｘｔ

1
1
:Ｉ
ｓ

！
ｊ
’
 ｓ

ｅ

２

Ｑ

‐
Ｅ

Ｉ

ｓ

’
.
;
 

｛
!
１

４
１
．人
・
４
一
ｙ

Ｑ

￥

Ｊ
!

ｊ
４
Ｑ
 

Ｑ

。

き

人

内

双

．Ｌ

は

宝

亀

卜

ｊ
‐
 
Ｆ

４
１
４
１
９
 

１
２
Ｓ

呈

内

祝

．Ｌ

を

屋

む

、

や

が

て

靭

原

内

祝

．Ｌ

も

μ

．Ｌ

に

な

る

こ

と

！
２
６

Ｓ
‐

‘
 
Ｅ

＠

、

母

、

峠

と

実

に

：

代

に

わ

た

心

ぶ

．Ｌ

と

な

っ

た

．

回

践

．卜

は

．人

長

六

―

’一（

．
．
九
ｅ

‐
;
 ４

月

、

実

に

８

代

の
・
．￥
a
l
i
Q
l
g
i
l
'

￥

４
‐
９

’
 
4
Jｘ

‐

六

吸

で

・一
一
く

な

っ

た

．

此
‐
争

に

同

弄

気
‐・
れ

た

此

乱

の
・
生

涯

で

あ

っ

た

．

ま

た

、

酒

」（

内

霖

．‐
１１
．に

芙

貌

の

‘ｓ
．‐
ふ

‘
あ

っ

た

‐
ｔＪ
ｊ

‐
１４
４
'
４

９
 
５
'
ｒ
 

ｑ

．・
と

卜

宦

さ

れ

る

ま

Ｉ・
・
．

・
に

豊

４

６

￥

‐
＆

１
１
４‐
 ‐
Ｗ

Ｍ
Ｓ
!

ｊ
 Ｓ

い

Ｌ

げ

ら

れ

、

あ

ま

ｈ
・
の

鮑

や

か

さ

に

、・
’

娶

は

御

仏

の

哨

周

の

ひ

か

り

と

蔡

め

も

れ

て

い

た

．

こ

の

よ

う

に

χ
１１
代

の

扁

．Ｌ

を

ひ

と

ｈ
・
ひ

と

ｈ
‐
ｉ

べ

１

４
‐
a
l￥
1
J

‐
2
｡
j
Q
 ’
 ｓ

Ｑ

ｌ

ｊ

４
'
I
Q‐
5
4
Q
4
1
1
g‐

を

逡

い

承

め

た

い

’

人

和

路

は

恥

だ

恙

浬

に

Ｆ

に
児

か

深

く

、

人

化

改

ｉ

Ｑ

Ｓ

’
 

４

Ｓ

〕
Ｕ

．人

皇

の

召

が

戮

在

ヽ

．・
て

い

ぶ

の

で

雁

史

を

耘

聊

／
、
ｉ

公

を

人
‐

喪

心

多

ぐ

持

ら

た

い

．

ｋ

４

Ｓ
　

‐
Ｅ

ｉ
　

＆

‐
１
１

い

て

は

他

の

委

’‥
’一

の

記

述

も

峯
‐
い

だ

ろ

う

Ｉｒ

ら

、

私

は

１

・
‐
１１
内

覗

．Ｌ

、

そ

し

て

そ

の

姚

酒

人

内

覗

．Ｌ

、

＆
‐
Ｘ
 
」
j‐
！
 
４

１

１
１
１１
＆
１
２
ｇ

．Ｌ

と

７

．
代

に

わ

た

っ

て

粛

．ｈ

と

し

て

こ

の

地

｛

粛
・ｇ
｝
ｙ

に

粛

．卜
し
と

し

て

配

八
‐
だ

女

ｊ

た

ち

に

に

・
勺

い

て

Ｉ

い

て

み

よ

・
り
と

嘴

本
　

４

１
t
　
　

Ｂ
ｙ

’

叫

代

・に

．人
ぶ
’
‐
‐
八

一
七

Ｎ

Ｍ
一・

権

力

の

継

承

と

斎

王

ｔ

か

ら

八

批

紀

、

丿

本

の

政

治

権

力

の

畢

丞

に

.
!９
!

‘
4
4
e
 
1
1
4
‐
i
!
４
'
!
＆

Ｑ

ｉ
 

ｅ
 
４
ｊ

’
 

Ｒ

１
４
４

４

「
ｒ

ｔ

Ｘ
Ｊ

‐
杞

に

か

け

て

の

蘇

我

氏

．

人

化

ぶ

新

以

後

の

．人

１

筏

城

、

そ

こ

か

ら

跨

ｔ

卜

て

ぶ

Ｉた

声

原

作

弐

の

城

端

辛

憲

‥
の

泄

し

い

政

は

、

．人

政

奎

時

代

に

碓

か

ｙ

だ

粛

．
'
“
i

ｔ

ｉ

ｔ
･
1
1
]
j‐
 
ｉ

ｔ
ｇ

ｔ
j
Ｑ

、　

‘
．，
然

の
・

ｉ

な

が

ら

人

八

・
な

彬

響

ｔ
‐
与

え

て

い

る

．

今

回

私

た

ち

が

訪

れ

た

人

津

・￥

．・『
I
Q
I

’
 

７

２

ｇ
:

゛

．
‐
１１

１

Ｅ
ｎ

‐

瞭

、

他

．１
．
珊

‐
１１
〔
‐
雄
ｌ

’．‐
‐
一‐

召

・
に

、

囃

治

倅

力

｀
‘・
い

に

敞

み

込

ま

ｋ

た

人

々

の

、

慟

哭

と

怨

哩

の

蔡

史

還

ｉ

で

も

あ

る

．

人
f
l
t
l
S
!

２
 

７
‐

．‐
１１
が
ｓ

ｙ

’ｉ

戮

．・
必

突

然

の

．化

を

契

甕

に

ｇ

．・
ゐ

４

４

＆

４

４

Ｋ

ｉ

ｇ

ｉ

Ｘ

Ｓ
ｅ

ｅ
 
９

４
‐
‐
;ｊ
４
 
４

ｒ
!

ｉ：
１

ど

前

の

入

伯

μ

．Ｌ

と
［
円

じ

Ｉ

『
『
．
に

、

．１

’‐
１１
内

筏

．‐

も

ま

た

、

弟

の

訃

報

を

μ

・
ど

で

閃

い

た

の

が
ふ

た

．

畝

は

．‐

￥

！
２
４

Ｑ
 
９
 
１
‐
i
j”
u
ｔ
ｉ

ｇ

ｇ

２

１
２

‘
r‐

定

さ

れ

、

‐
　

ｉ

＆

４
'‐

４
]
＆

同

を
ａ

。‐
と

で

過

ご

し
・
て

い

る

．

内

既

．Ｌ

ｔ
!
 ２
‘
 Ｑ
･
 
‐
X
1
1
4
.
4
1
1
1
 

‐
1
1
1
4
 
1
 
Q
･
 

４
 
Ｑ
 
１
１１ｑ
i

．人

生

ヽ

と

県

人

賞

応

力

自

の
・
同

に

生

ま

れ

た

。

り
Ｉ

武

．入
・
雄
一・
に

持

軌

．入
・
以
一
の

秘

．

文

武

．入
一一

・
ご
ｉ

原

不

退

岑

の

娘

・ｇ
］
．
．‐
１
‐
こ

の

同
!

Ｍ
.
;
￥

４

、

．小

児

岑

と

匹

犬

曳

〔
碩

一
・
．
．
．・ｙ

代

・
こ

の

同

に

生

ま

れ

た

Ｗ
‐
俐

呪

一
の

ら

の

光

刷

・
笙

斤

〕

を

も

ｉ

に

し

て

ぃ

右

．

４

・
‐
‐‐
内

¥
｡Ｑ
ｋ

ｉ
ｉ
ｔ
４
ｑ

Ｃ
　

２

l' 薦 門ｌ 邨ｉ 工員 寅yi 貨11咆



筏

．Ｌ

は

．λ
・
皇

刀
・
知

と

い
Ｉ
１１
．
．
‘一
Ｉ

ベ
ーぶ

自

で

は

感

心

ｔ

．９

４
'
‘
 
１
１ｔ
ｉ
 
ａ

ｌｇ

‐
７
３
'

Ｑ
 
ｉ
 
ｃ
 
Ｑ
 
Ｑ
 
!
'‘

ＩＩ

泣

卒

歩

と

い
・
り

回

’・
．
．は

・
．こ

に
．
ら

か

と

い

兎

９

‘
 
1
1
1￥

う

茫

の

時

代

に

あ

っ

Ｃ

．に

．八
‐
増

な

ぶ
‥
埼

に

あ

り

た

．

Ｉ

ト

μ

‐
．‐
１１
が

μ

ぢ

こ

い
=
4
1
1！

Ｑ

’
!ｊ
‘
 
２
'
２
 
！
1
い

貳
‐
い

‘『
‐
な

ｉ

件

が

以

・
’‐

’
．
‐χ

い

ｉ

．

六

彫

の

ｉ

ぷ

｢
１
１
ａ
 

ｇ

ａ
･

ｊ
:
|
!
2’

‐ｘ

‐
‐
:
４
.
'
:ｉ

ｓ
'

ｚ

一
’４
ｊ
　

４
ｊ
ｌ‐

＆

、

型

皿

．・人

一一

と

Ｉ安

・
珈

媛

と

の

同

に

・
座

．Ｊ

一
｀

讐

ド

１１・

か

１

よ

れ

・
旱

ぷ

ｒ

と

・
・・
に

・・
．

・
Ｌ

か

・『
１１

１

・１

死

人

．

一

む

．・
几

Ｑ

艮

屁

．Ｌ

自

￥
"
l
C
l
E
'

‐‐
4
j
l
l

．．

人

ｔ

・
几

’
4‐
』
．

．
.
e
｣
;
‐

ａ
'
1
1
1
1
1
．Ｌ

ｌ

ｊ
!５
’
 
ｆ

ｉ

Ｑ

ｔ

．小

、

．
で

し

た

不

ｑ

ｔ

Ｇ

．Ｃ
 

Ｘ

‐
４

１
 

４

’
い

り

い

で

ＩＩ
Ｉ
く

な

乙

．・

型

式

．さ

！

．に

り
‘
川

ｃ

１

か

ら

な

勢

、

Ｉ
Ｅ
９

’
 

Ｓ

ｔ

、

‐ｒ

にＩ’‐
に

な

Ｉ
ご

へ

有
1
1
＝
一

や

一

部

を

く

り

迦

－

１．
て

い

る

．

か

、

ｉ
‐
孤

蹊

．
4
 
6
.Ｊ!
2

ｔ
!
Ｒ
"

‐‐
７

Ｑ

１４

１Ｍ

４
z
 ｌ
r
‐
７

４

１ｒ

９
１
‐‐
.
:９
 
２
 
４
１
‐
‘
'
６
･ａ

９

４
･
ｇ
‘
^

知

．に

戻

心

だ

＃

Ｌ

沁

．筏

．Ｌ

は

．人

智

人
一‐
1
1
1
Q
･

４

４
」

皇

ｒ

、

古

貴

・ｌ

ｒ

一
．
刀
・
ち
1
1
1ｓ

．古

ｌ‐
 
Ｑ
･
＆

４
'
Ｘ

ｅ

た

が

、

４
‐
 Ｑ
･
４

１
 ４

ｔ
!
４
;
'
.
!
1
j
 
Q
･

‐
１１
４
 
４
 
ｘ

一一

．
y
l

く

と

は

維

も

．ｔ

ｓ

ヽ

．一・・
ヽ

い

な

か

っ

た

．．

ぷ
・
乃
・
改

、

人

仏

紳

声
‐
、【
‘一
降

供

灸

、
１

ｑ

ｉ

‐
Ｉ
一
宋

・
‥・ｙ
４

を

汗

て

、

型

．貳

．八
・
単
一
か

ら

岑

Ｉ

一
叫

悒

内

ａ

．
三
‐
、

潭

卜

‐
ｃ

、

‐
単
一
位

ｙ`

ぶ
・
．に

以

八

に

弧

れ

、
．入
‐
丿
‐
！

Ｔ

八

一
七

ぺ

川

１１・

十

に

は

凛

ｆ

・Ｔ

と

結

ん

り
ＩＩ
藤

原

仲

臥
１１１［
‐
１１
は

‰

を

ｎ

・
’・

－
に

’・
か

．ｒ

定

さ

Ｉ
朽

、

孝

ｉ

栄

か

疼

‐
”

・－
一
で

弧
‐
恰

‐ｆ
卜
し
Ｉｙ

一
’．
６
一
．

ぞ

の

称

徳

・Ｔ

が

陣

辰

！

貫
‘
川

一一
七

卜
】ｃ

１１’

午

崩

ｌ
.
ｒ
'
ａ

４

”
 
4
g
l
l
i
e
'ａ

ｌ

Ｍ

’
 

Ｓ

ｔ
!
.
'
ｉ
!１
４

Ｑ

９

ｒ

ｓ
9
'
4
 
4
ｒ
４
 
１

４
１
 
~
c
4
「

い

な

く

な

？

’・
二

だ

．．

そ

’
・・
で
1
1
1
1

．に

か

可

￥

べ
ＩＩ
れ

、

六
－
　
1
1

吸

で

尤

ｙ

．
．人

悠

か

な

る

斎

王

た

ち

Ｉ
Ｆ
ａ

９

０
（

￥

‐
ｔ
.
a‐
i
 
‐
 ｉ
!‐
Ｑ

と

哨

．原

今

回

、

ト

ート

と

脚

！

凶

札

を
Ｉ
恥

れ

乙

一
に

心

た

４

．
‘
 
Ｘ

‐
４
ｇ
･
ｑ
'
４
'
‐
ｙ
!

Ｊ

３
い

を
Ｉ
は

せ

た

．．

大

４
 
‐
７

Ｊ
 
‐
 
!
1
2
‐
.
!‐
i
i
l
l
e
l
'
.
;
1
‐
'あ

ｉ

．

大

栄

４
・
．・
Ｊ

男

の

人

津

・
単
一
．
．・
’
の

．沁
』
!
ｊ
'
ｉ
 ｒ
 
９

４

.
:
1
5
1
.
x
j
.
t
J
4
!
 

ｒ
 
jｙ
 

ｅ

Ｑ

Ｉ

汽
'
.Ｑ

Ｓ

ｘ
i
x
.
ｑ

４
!
 ｒ
 
Q

7
=
.
;４

２

‐
｡ｉ
ｌｅ

ｅ

Ｑｙ
l
i
!９
'
‐
 
Ｇ

ｙ

。’然

の

．妃

に

ｌ
・

口

９

１
５
１１
Ｚ
ｐ

Ｊ
 
９

い

ｙ
 

ｉ
!
!

１

２

Ｃ

Ｓ

．Ｌ

ｒ

．‐！

尽

‐
1
｡
j
な

・・
．
６
’‐
か

、

了

＆

Ｃ
･ｉ

ｌ

‐
E
I
 
!
2
!ｐ

‘
(
Ｑ

￥

９

必

る

他

パ

親

．卜
１
．
と

レ
一
‐
も
に

ＩＭ

閔

・
で

れ

‥゙

一
|
!
?
‐
：
Ｓ

４

‘

４
'
Ｑ

ｓ

Ｓ

ａ
 
ｉ
ｌ
‐
ｆ

４
‐
＆

Ｑ

［
１
２
‐ｘ：
ｊ
 
Ｆ

。一一
く

な

っ

’．‐ｉ
＆

剛

の
・
ｊ

．Ｌ

と

卜

で

知

ら

れ

Ｉ・
’ヽ

い
9

”
 
Ｘ
Ｘ
Ｌ

・

廼

人

・

靭

原

は

既
ｒ

．
．
代

．に

わ

た

り

４

．Ｌ

と

な

っ

た

．ａ

．‐
ふ

に
に

卜

す

る

’
・・
・
こ

を

辺

．・
り
・
こ

い
・
凡

Ｒ

’
申
ら
・
な

’‐
ぶ

Ｉ
腿

に

一`一
侵

－

１‐
た

場

防

・に

祐

χ

‐
の

１

４

１
 
ａ

ｆ
 
ｒ
 
Ｆ
‐
４
'
 
１
４
 
!
‘
 ｐ

ｔ
Ｒ

、

多

く

の

４

卜

が

浦

ｉ

で

あ

口

Ｊ
．‐ｔ

’
4
1
1
1
1
1
3

ｓ

’
 
ｑ

Ｑ

ｓ

‘
 １
?
ａ

７

．北

、

｀
｝Ｅ
濫

な

ど

の

χ

ｉ

の

峙
（

‥
は

和

翼

ぺ【
’‐

を

ｉ

ｒ
．
‐
べ

Ｉ
「`
1‐…

出

城

、

県

政

を

好

一・・
ヽ
・
入

洛

ヽ

．
Ｑ

”
 

Ｓ

Ｉ

Ｑ
'
ｉ

‐
Ｓ
／
．
．
λ

の
・
’

冽

．Ｌ

Ｑ

‘
Ｃ
 Ｑ

Ｓ

Ｉ
‘‐
ｔ
!
１
１
１
１
Ｑ
･
!
i
l
l
!
.
'

４
'

Ｑ
＝

・呈

と
ヽ
七

川

政

・
．≒

．人

政

石
・
！

族

乃
・
貝

ｉ

の
・

入

７
・
あ

っ

た

川

Ｌ

内

腿

．ｎ
‐
Ｑ

．卜
１‐
・

：

ｔ
｡
ｕ

６
!
ｒ
 
9

5
 
j
j
 
＆

‐
l
l
l
＆
!

ｊ
４

１ｙ
~
ｒ

４

、

そ

の

．‐
’
咆

．
”

筏

．・
・
．に

・
な
一
入

．
．
'
‐
‐
.ｕ
4
4
 ｒ
 
Ｑ
 
ｃ
;
;ｒ
 
5
1
1
‘
;
3
‐
t
J
5
1
1
9
4
4
5
!；
４

‐
？

む

ら

ｆ

、

弧

亙

は

秋

ｉ

ｒ

．
画

た

だ

中

！
2
4
e
'
.

ｊ

い

６
’‐
．

は

た

・
１
．
で

宝

Ｉ

‘
．
．
一
’
4
j
 
‐
.
j
 ’
1
 ＆

、

夕
．一
戸
‥
か

ら

矩

と

少

・
１
．
Ｑ

ｌｉ
!

ｊ
’
 

４

１

Ｑ

ｅ

１ｑ
ｓ
。・
．ｆ
・
ら

れ

‥゙

？

．

他

．
リ
！

＆

ｒ

も

廃

べ
ＩＩ
ね

、

宝

一

六

一
．し

む

．万

一・

Ｃ
 
Ｅ

Ｉ
Ｅ
Ｍ

Ｑ

２
Ｘ
Ｉ

Ｅ
{
‐

ｉ
Ｘ
ｉ
!
'

￥

ｇ
 
４
！
‐
ｌ
ｊ
 Ｘ
 
ｉ
t
 
｡
Ｑ

刀
・
だ

．「

’
‐‐
カ
・
庭

恥

で

胞

と

ｒ

と

．
￥

Ｑ
･
{
i
:
 

２
‘
ｊ
 
Ｑ
･

１
１
９
!

ｙ

ｊ
‘
 
1
1
1
1
｝
1
4
1
4
;
‐
‘
」
’

Ｃ

Ｊ
!
;

Ｓ

ｉ

￥

‐
1
1
一
・
こ

な

り

た

・
目

郭

仮

．・
ぷ

伺

ら

か

の

聞

元

り

を

持

り

て

い

‥
？

・・
と

が

蔡

ｌ
･
０

４

：
ｒ

さ

ら

に

川

Ｌ

・
な
一
Ｒ

・
こ

他

．‐
’・
な
一
瓦

．‐
１
が

Ｆ
一
を

．ｕ

せ

４
･

．ｉ
;
Ｑ
'
４

＆

＆

Ｑ

ｔ
'
 

１

９
'
（

ｘ

Ｓ

．卜
し
が

ぬ

．卜
し
に

卜

定

＾

１
'
l
a”
ｘ

一一
Ｘ

Ｘ

Ｘ
?
‐

＆

Ｉ
Ｏ
:
|［
Z
t
j
'
i
.’
 

ｉ

・不

ａ

．レ

ー
弟

ｒ

．‐
‘
．
死

に

Ｊ

・
］
・
ぷ

．Ｌ

を

退

』‐
．

掃

・
以

後

、

４

Ｑ
 
１
１
１１
ｔ
Tｘ

‐
Ｅ

Ｓ
 
Ｓ

’
．Ｌ

ｉ
Ｑ
‐
1ｒ

Ｑ
･
９
.
４

ｘ

‐ｓ
;
‐
 
Ｑ
･

Ｊ

４
１
Ｑ

ｇ

Ｑ
･ｙ

’

そ

刀
・
ｓ

邪

吠

と

の

同

．に
出

交

だ

剛

原

内

瓦
．に

も

’
測
．Ｌ

．に
卜

７

．べ
ＩＩ
れ

、

Ｓ
.ｌｌｌ
Ｘ
 Ｘ
 

Ｇ
ｐ

八

４

‐
 

ａ
･
４
１
４

一・
ぷ

Ｉ
峨

・
‥
い
か

’２

ｓ
‐ｙ
］
に

．卜
‐
川

ｌ
ｊ

い

る

．

柵

‐
式

忿

・
は

・
・・
の

内

認

．‐
１１
が

１
‘
ａ

‐
．こ

．ｒ

。．£

が

り
Ｓ

り
1
1
1／

還

祁

‐

そ

い

た

Ｉｘ

圀

『
‥
小
か

ら

．‐心

域

・
‥ｔ
ま

Ｉ・
・
．‥
白
・
川

ｌ
、‐‐
、

娘

を

見

込

‐‐
．
‐
心

い

る

．

斬

死

内

銀

．－

は

甘

内

の

．瓦
・

幸

か

な

・
ツ

ー
r
 Ｑ

’
Ｅ

‐
.
j
3
‐
＆

‐
＆
.
1
2
4
.
!
ｒ

’

．瓦

５
　

．ｊ

一
’
七

九

‥
な

午

心

．Ｌ

″
７

μ
「

ド

安

・
小

に

侭

一‐
．
６

’‐
恥

に

ｌ
‐
‐
１

‐
Ｊ

． Ｘ
 

９

６
･
ｔ

４

ｙ

ｙ

ｙ

Ｑ

９

．－

一
’
の

ら

の

叱
卜
域

．人

‐１
１
;‐
 

Ｑ
･
Ｘ

ｘ

１
６
 

ｒ
 
Ｑ

．．

―

心

で

結

汲

汲
・
た

｛
･

Ｑ

ｌｌ

ｔ
‐
Ｑ

‐
1
‐
r
･
!
'４

Ｃ
 
Ｑ
'

．

簡

原

内

呪

．Ｌ

は

弘

二

八

一
．
八

政

’・‐・
」
ｘ
'
４
｢
ｒ
 

４
Ｉ
の

同

大
［
り
．Ｌ
に

K
I
‐
Ｅ
ｇ

６
’．
谷

底

へ

tJ

ｎ

。
'
‐
.

Ｑ

〔

八
　

こ

Ｉ・

１
・
．

ｇ
'
‐

Ｇ
ｇ

９

７
｡Ｑ
”
Ｚ
 
Ｓ
Ｉ

駆

か

、

ふ

わ

豹
・
ふ

わ

Ｉ
｀
わ

と

、

‐
Ｘ

Ｓ
 
ｊ
ｌ
Ｑ
･
‐
1
‐
r
･
!ｊ

Ｋ

４
ｒ

ｌｙ
 
Ｓ

’
ｙ
ｙ

‘‐

Ｑ
一
粛

．Ｌ

た

ち

は

、

ど

刀
・
－

’・
１１
・
な

銀

り

ち

で

眺

め
一
一
’―
い

Ｉ
．・
£

・
だ

ろ

Ｉ
１１・
．．

ｋ

戈
・
’

冽
．卜

は

ｔ

を

思

い

、
X
4
’
“
 
ｑ

’“
ｔ
!
ｇ

４
'
ｆ　

Q

ｊ

ｌ
‐
ｅ

４
Ｊ

ｉ
Ｄ
ｌ
ｙ
 
1
2

‐
４

．Ｑ

母

の

Ｕ

Ｌ

や

男

の

他

．
”
親

．・
１

巳

一

て

い

た

こ

ぶ
一
い

な

い

．

Ｓ

’
I
F
=
X
l
X
‘
:
!
4’
 
１

４

．に

忌

部

べ

ふ
・・
の

他

の

‐
Ｘ

Ｇ

や

、

や

慢

は

谷

に

捨

‐‐ｙ

‐‐
と

い

Ｉ
Ｉ．‐
．

‐
ぶ

家

ぷ

．Ｌ

け

Ｉ

、
歳

で

ぶ

．－

に

決

よ

ｒ
・
－

．
．
歳

で

群

町

・
‐
．
為
－
　

十

同

の
．
同

、

陣

に

吐

え

４
１
“
 
Ｑ

家

扇

．Ｌ

．‐
'

Ｘ１
４

９
 
Ｑ
･
ｉ

Ｕ
!
'

４

Ｑ

’．

日
″
卜

応

．Ｌ

は

」１

政

で

卜

蜜

．ヽ

．
、

‐
　

＆

４

Ｘ

ｉ

‐

ｅ
 
ｌ
ｉ

’
 

ｔ

Ｑ
･
Ｓ

’ｔ

４
:
!
.
ｘ
Ｉ
Ｑ

ｅ

Ｑ

’．
｛
.
1
.
1
:
 

‐
確

な

Ｉ

り

は

不

明

１１・

ｑ

－

kl

政

前

後

の

響

μ
．‐．‐一・
‐
．
馬

る

．

憑

人

ぶ

．‐
１１
に

．
・
・
政

の

・
こ

‘、
‐
μ

．‐一
‐
こ

な

り

、

約

４
ｊ
ｃ
 
ｘ
;
ｅ

４

ｕ
ｉ
!
･‐’．
あ

り

た

が

、

母

の

Ｕ

Ｌ

‐
こ
『

を

・
Ｌ

く

Ｉ
・
．
Ｊ
･

１
１
ｅ

ｌ

ｔ
２
Ｋ
'

７
‐‐
２
Ｊ
 

Ｑ
'
９

４
｡
;
‐
‐
…
＾

歳

の
．
塀

り

で

あ

ぶ
．．

百

山

叶

の・
沈

い

谷

を

見

ｙ
．‐
め
．
な

４
 ４
･
i
l
l
 
･
X

ｙ
･
 
S
Z

ｙ
 

９

４

ｔ

Ｘ
Ｍ
･
５

’４

４

４
‐ｉ
（

Ｊ

、

’・・
れ

Ｉか

ぶ
・

￥

‘
!‐ｇ
‐
l
l＆

Ｑ
'ｌｇ
 Ｑ
 Ｉ
…
 
l

ｙ
 
:
;
 
Ｑ

．．

冶

．に

咲

く

業

衣

託

乃
・
化

か

叶

乃
・
ｔ

か

な

臥

．に

″（

い
ｆ
・
れ

乃
・
４
（

‥
も

慢

心

り

。に
も

り
．ｔ

９

１
｡
１
'ｔ
　
　

ｉ

ｘ
~
４

‐
 Ｑ
'
ｔａ
 ４
１

Ｆ
 
‐
;Ｄ

Ｊ
 ５
 ‐ｙ
 

＆
1
１
１

４
ｃ

Ｉ

杓

’・・
．
．卜
に
泊

八

目

だ

が

、

年

賀

遭

．に

ｌ

泊

・
・

目

”
’１１
か

４
'
ｙ
 

ｊ
ｉ
ａ

Ｓ
)

１
１
Ｑ

４
=

ａ
＆

ａ

．に

‘
｀
．‐
‐
送

．・
．・・
の

と

Ｋ

．’
 

４

＆
’．・．・・

こ

い

う

ｌ

ｙ

々

議

式

を

打

う

蛉

町

ｉ・‐
．も

あ

］・ご

．・
’一
．

百
:
1
1叶

で

、

‘
｀
．―

け

そ

Ｉ
む

よ

で

む

て

ぃ

か
Ｉ
ｊ
目

い

Ｑ

＆
1
＆
ｉ
 
Ｓ
 ｇ

ｇ
ｌ
ｉ
!
1
6
･４

￥
_
９

６
１
＆
!
X
I

＆
･
ｇ

ｙ

呪

い

だ

芯

物

は
［
Ｍ

谷

一
に

弛

一
’ｔ

ら

れ

た

・
．

れ
揺
れ

て

い

‘
．一

１ １
．
．

鴨

’Ｍ
ａ

．‐
ｌ

｀
身

内

の

凶

’
十
．に

な

か

り
た

か

附

仁

戈
几

、

恥

こ

婦

り

後

の
．・ｊ

鴇

人
・
な
Ｉ・
こ
結

硲
－

そ

い
、允

大

芯
．の

業
‐
心
‐映

の

Ｉ旧

ぶ

に

も

ム
こ

た

ふ
．
原

案
‐
心
‐

‐に

Ｉ以
‐
城

．人
・
な
Ｉ・
こ
簡

灰

の

俘

に

あ

た

ら

．

μ

．卜
ｓ
ｗ
1
1
代

の

皇

久

た

ら

は

、

鴎

を
ＩＨ

χ
‐
４

と

1
1 .９

＆
ｇ
.
６
.１

Ｅ

＆

３ｑ
Ｑ
!
2
ｒ
"
.
‐
Ｑ
 
Ｓ
 ｇ
 
ｙ
.
'
 ４
!
^

４

１１
￥

」Ｋ
　

４
２
　

Ｆ

Ｉ
Ｅ

j
1
9
 
‐
Ｎ

ｙ

Ｋ
ｍ

ｊ
‐
Ｗ

２

‐
1
1一・

こ

瞥

吼

．入
・
単
一
の

同
!

ｊ

ｉ

‐

：
ｔ

Ｑ

ｑ
ｌ
‐
 ５
 
‘Ｊ

７
１
 
Ｋ

‐
 ９
 

５
 
：｛
ｉ

〔

Ｓ
Ｇ

．・
・
の

£

’
１１‐
．

洒
　
　

．Ｉ

．

〕（

内

腿

．
・
‥
・
に

’・・

の

吸

．
入

一
友

八

〔

八

．
七

１１‐

自

、

卜
〕－

六

戦

ま

で

１

χ

‐‐
か

Ｉ
。
．む

炉

心

を

東

人

守

で

度

々

４
１１
.
Ｊ
 

９

７
 

‐
;
＆

ｇ

．－

と

弟

屹

、
片

啄

．－

を

屯

・・
．
た

と

い

・
’．・
．

一
’
ｉ
’‐

 
4
j
 
7
 …
 “
 
i
l
人

一
’ｇ

４
ｊ
’
 
７

ｙ
 

ｉｉ

1ｇ
 

ｉ
ｉ

‐
　

ａ
･
;‐
 ‐ｘ
'
．
．
代

．ｊ
４
;
=‐Ｑ

Ｑ

‐
５

Ｓ

Ｑ
Ｏ
 

Ｑ
　
　

’
．

い

だ

・１

μ

は

、

’
、‐

カ
・
地

ぶ

・ｙ
］
で

ぶ

．Ｌ

と

、
．一‐‐
、‐
７

ご
　
　

、

ヽ

．
だ

．．

子
‐
れ

は

恥

か

ら

は

ｙ
Ｑ
か

零

れ

た

、

‐『
．
よ

卜

Ｅ
ｉ
＆

ｉ
!
'‐

‐．
９

ゆ

Ｉ

た

り

・
ｃ
－
・
雇

怖

々

・
こ

の

目

＆

『
・‐・
あ

Ｊ

た

ち

・
ｌ

一

１１
か

し

火

消

内

腿

．・
・

・
こ

大

津

・
４
一

’・
ゐ

Ｍ

か

ら

そ

う

’・
．
あ

ｒ

‐
Ｑ
'

ｉ
‐ｒ
!
ｙ
 

’２

ｅ

４

１

佛

力

・
に

冲

の

岡

を

鳥

乱

蜀
‐
に

Ｓ

Ｉ
‘、‐
込

ま

ず

に

．に

い

な

に

ｙ
‐
．
の
．：

人

の

内

腿

．卜

ｔ
2
1
:
￥
!

３
 

Ｑ

‐
４

’

え

乙

・‥

ぷ

卜

占
．
r
‐
２
ｔ
j
 
j
l
i
g
5ｓ

Ｇ
･
Ｉ
s
４
'‐ｘ
'

．
 ’

!
.’
l
a
.
i
x

ら

にＩ

’
 

Ｓ

＠
･
４

Ｕ

４

。

現

ぷ

ａ

婁

凶

礼

に

そ

の

ｓ

婁

が

祀

ら

れ

て

い

‥
り
町

そ

の

陣

礼

．に

ぶ

の

Ｌ

Ｊ

哩

―

－

ぶ

か

り

Ｉ
ｃ

ｓ

゛

の

占
｡
ｆ
!
.
j
･１

４
 
７
 
“
‐
S
Z

‐
Ｆ
・
を

哨
‐‐
さ

げ
・
な

が

乱
・
、

伺

び
を

£

じ

心

め

ＩＩｌ

い

そ

Ｉ
’・
・
．・
に

見

え

か
Ｉ
。

“
4
j
!‐
1
7
 
‐
;
ｉ
:
ｇ

．－

の

榔

陵

に

迂

べ

て

他

１１

皇

・
Å

・
ｊ

ｒ
．
そ

れ

は

幾

分

ｉ

ホ

に

Ｉ『
ｉ
ｙ
‐
る

Ｊ
『
‐．‐
に

見
・
λ

だ

の
・
は

、

・
久

と

男

の
・
呂

霊

一
に

穴

刀
・
逗

い

か

心

石

か

ら

Ｑ
 
ｇ
･
 １
･
．．

い

や

、

た

だ

犀

‐
に

介

献

か

な

．に

か

で

、

‐
！

＆

ｒ

汲

の
．脚

木

か

石

れ

Ｉ・’
こ

．
Ｊ

？

‐‐
、
い
ｙ
ｙ

．‐・１１
け

な

の

か

も
・一

１１
九

な

い

．

ｆ
１
４

ｒ
･
￥

｛
x
＆
　

４
･
Ｅ

眺眺
:
U
K
I
I

十

一

・
’
．・
ｒ
・

:Ｕ
Ｋ

Ｓ
'
＋
‐
g‐
.４
･

４－

一

１ ｂ



二
上
山
に
登
町
、

時
代
の
流
れ
を
考
え
る

．力

哭

喫
・『
・‐
．
人

‐

Ｊ
て

知

ら

八

る

人

阪

｛

卜
ら

’・
・
ｍ

。

る

．
垠

ふ

Ｉ
バ

津
‐以
７
‐‐
の

馨

剛

こ

よ

Ｉ）
わ

を
・
目

■

－

－

ｌ

Ｓ
■

－

Ｈ

か

‐
こ

今

．皿

７
・－

臥
ｊ 。

｜ ㎜

｛

r ］

■

－

11

Ｉ ㎜

ｔ

ｍ

ダ
　

６

‐
」Ｅ１１１

一
’
Ｈ

七

ま

た

Ｈ
ｍ

i ム

こか

の

丸

い
　

］．
'
‐
ｔ

ｌ
＆
：
ｔ
'
Ｑ

９

“
 
４

Ｑ

ｉ

ｔ
!
で

．
4￥
1
4

で

１

よ

れ

育

・・
．
Ｑ
'
４

Ｅ

‐‐
'
 ｅ
 
９
'
!！
'
 

Ｉ
Ｂ
?
６
１…

人

廼

１１１
”

’

を

髪

ｉ

ぺ
・
・
せ

る

．．

こ

Ｑ
･
４

６
 
Ｑ
･
Ｅ

Ｑ

‐
ｊ
ｔ
!
、

戻

ｊ

ノ

ぢ

心

・
.
1
1
.

１

こ

￥

哩

べ
ＩＩ
れ

Ｉ’ヽ

い

も

友

世

・
呈

ｆ

Ｑ

Ｍ

＆

４

”
Ｑ
‘
 
４

ｊ

ｌ
ｌ
‘

ｇ
･
２
!
'

４

’‐
ｉ
.
’
 ｑ

ｉ
］
Ｘ

度

が

禰

ぷ

さ

し
れ

て

か

ら

の

初

代

Ｊ
｀
．‐
二

一－

１１
で

高

石

に

ド

ーＨ

‐
・
兄

人

渠

‐
単
一‐
気

も

、

’・・
の

．
Ｌ

‐
目

に

外

ら

4

９
'５

９
"
 
Ｓ
･ｆ

Ｃ
Ｉ
:
l
:
(
'

．
の

苔

拝

の

た

め
、

を
『
１１［

徊
－

兄

．

１

１

－

ｊ

４
‾
７

６
.’４

１

ｔ
！
’
 
p
!
i
S
1

ｑ

ｔ
!ｑ

Ｑ
‐
｡
i
S
G
G、

そ

６
ｇ

‐
＆

Ｑ
ａ
"
1
1
1
1
B
t
ｇ
･
|
’
ａ
'
￥
!
j
4

‐
‐
2
 ｓ

ｉ

ａ
ｊ
‐

1
1
1
1
4
R
･
４

９
ｙ
 

４

”・
に

は

、

‐
も
ら

貳
‐
ん

山

々

に

岡

Ｊ

れ

自

然

！

か

な

木

４

が

‘．‐
て

べ
ＩＩ
人
J
1
1
1
'。

 ’
lｙ

い

今

．
Ｍ
･
Ｑ
　

４
'
９

‘
 
ｆ

４
‐
'ｊ
ｔ
!
‐
２
ａ
'
Ｅ

４

。
．
て

人

Ｌ

的

．に
閃

允

べ
ＩＩ
ね

だ

り

如

み

も

荒

・
予

Ｑ
．．

敬

は

、

"
m‐
ｅ
 
４
'
４
･
Ｑ

Ｉ
Ｆ
Ｑ
･
４

Ｘ

Ｆ

Ｑ
ｌ
ｉ
!
'
.
;９･
.
‘

一
。
r
‐
￥

。

ｐ

‐
Ｘ

、

そ

の

．・ｔ

が
χ

‐
淑

い

な

ｆ

ル

ー・・
こ

…

……

ｊ

ン

.
t
｣
4
1
=
ｐ
 
Ｃ

‐
;
j
Q
‐
ｒ

．．
！

同

の

目

然

曼

か

な

畳

が

．

゛
‐

１１
て

、

教

に

．に

代

！

か

輝

’‐
、
の

『
・・
．
あ

ら

Ｉ
り
Ｉ
こ

感

ｙ

．一

６

一

．

‐
X
Q
 

’ｙ

’
 

‐
Ｋ

‐
４

‐
y
l
i
‐
ｊ

や

＆

． ｒ

ｑ
'

２
 

９

‘ｉ
?
９

‐
‘
｢
￥

・
座

久

・
」
‥
‐

‘．‐
‐‐
‐
か

λ
・
屁

景

を

￥

一
・
∵
｡
Ｎ
.
!

６
'
r
‘
'‘ｉ
．み
・

『
・
．

勺

巾
Ｉ
Ｆ

．
は

ぺ

．
私

か

眺

め

か
Ｉｎ

４

み

は

匈

．・
χ

・
ｙ

・
．

４
'
１
１
’ｅ
 

Ｑ

ｉ
'

Ｑ

ｉ
ｉ

ｌ
･

Ｑ
'
ｘ

。

’４

．

．一・
ヽ

い

た

乃
・
で

硲

ろ
1
1
1‐
．．

り

比

乃
・
流

れ

と

気

．’ｙ
 

‘
’
Ｑ

１

４
１
９
･

＆

．

ｆ

ら

硲

を

変

’‐
λ
一‐‐
、
お
１
．
く

．．

Ｒ
'
 
Ｑ
･
‐
ｉ
'
r‐
s
3
1
j
‐ｘ
1
１
1

４

付

け

Ｌ

を

感
じ

、

目

俘

目
μ
．

か

そ

Ｃ
･
ｉ

Ｃ
　

ｇ

４

。一。・ｙ

ん

で

ぃ
χ
：

‐‐
と

を

認

遣

・
で
・
″
‐

ｒ
？

７･

ゝ･

ゝ
１

以

れ

心

．

;‐
ｊ
ｉ
Ｇ
 

１
１
１
＆
ｒ
"

‐
４
!
‐
Ｋ

末

皇

久

を

始

め

し
Ｉ

Ｉ
＝
:９

４

１

％

ａ

’‐

ｔ
!

’
 

４

￥

６
.．

￥
.
a
a
.
.

Ｊ
.

‐ｘ

ｂ
｢
!
･
.
２
．
ぷ

ｒ
・
、

’‐
、
’
の

凧

か
Ｉ
ら

の

丁

ら

ヽ

．
ぷ

り

ｘ

乃
・
変

貌

を

？

像

で

八
‐
ｊ
．‐
Ｓ

・
で

心

ろ
1
1
1

か

．．

子

ヽ

．
て

自

・４

に

自
l
l
i

。

’
９
.

６

Ｑ

‘’
 
４

ｇ
 

Ｗ

ｇ
･

４

家

．し

ど

乃
・
よ

う

４

硲

の
・

Ｉ

木

か

心

る

刀
・

か

．．

４

１
Ｑ
･

4
;

’
４
'
ｇ

１
１

＆

４

ｑ

ｃ

４

’
 
４

‐
ｅ
;

ｊ
!
j

‐
!ｊ

’
 

Ｋ
=
ｘ

‐
.‐

思

ｌ

が

一・
、
‘
、
‐
な

い
Ｉ
。

ｇ

４
ｆ
＆

９
.
Ｑ

Ｘ
~

４

‘
'‐
:
 
!
･
ｙ
 

４

か

ペ

ー
刄

の

も

の

‐
!ｊ
'
l
'
 …
 
c
j
j
Q

‐
:
~
４
.
t
J
k

‐
‐
(ｊ
９
 

４

Ｑ

”
1

‐
ｅ

．

・
）

に

４

‐
奈

が

あ

る

．

４

‐
、

．
入

を

凭

‐
げ
・

る

と

χ
‐‐
にに

い

' ｊ：
'１
１

４

４

ｔ

Ｓ

ｇ

Ｓ

ｙ
 

’
Ｊ
Ｇ

．
l
i
g
F
’
!！
‘
 

Ｓ

ｇ
‐

＆

7
p
･

＆

４

ｊ
｡
1
4
 
'ｎ

ｙ
 

ｓ
j
j
 
r
.

．

私

ト
ーー

ら

が

跨

晩

見

り

め
Ｉ
ｙ
Ｑ

’
｀‐
乃
・
ｌ

傘

ゆ
Ｉ
か

り

Ｉ’・
ヽ
乃
・
ｉ
刎

．Ｌ

た

ち

も

覧

っ

＆

’．一・・
、
‘
t‐
Ｑ
 

Ｇ
･
!
'
４

ｇ

‐
‐
r
.
”
 

‘
!‐
Ｃ
 
.ｘ
「
、

ｉ

ｓ
・
を
Ｉ
１

か

ｉ
･
ｉ
'
ｓ

Ｉ

Ｊ

４
 
ｑ

Ｑ
･
￥

ｉ

Ｑ
'

」５
１
ｅ

ｌｙ

‘
１‐
Ｑ

Ｑ

９

４

ｇ
･

ｒ
．
"

１
１
４

ｓ

ｌ
ａ
　

６
‐
Ｆ
f
　

ｇ

時
代
の
波
の
な
か
で

懸
命
に
生
き
る

‐
i
l
n
1
4

￥

９

‘ｇ
 
Ｑ
･
ｔ

４

４

１
 

２
 
０

Ｑ

ｉ
x
ｔ
！
‐
｢
j
 
Q

刀
・
心

刀
・
中

．
に
上

ふ

一一
’・
‘
い

だ

．
．

持

抜

Ｋ

‐耳

石

例

外

’・・
．
．‐
!Ｅ

Ｑ
 

Ｎ

ｙ

人

津

１‐
｀

．
．・
’
が

Ｌ

ｇ

片

ら

て

か

ら

．
１
‐
慌

１１‐
≒

持

＆

￥

‐
1
1
1
c
g
K

‘
'
‐
‐
|‐‐
'４
:
!
?

ｌ
 
ａ
｣
|‐
l
l
l‘…
 
1
 
1
1
1ｓ
'
Ｉ
Ｉ

に

≒

医

の

．に
4
1
1
1
!
 
ｙ

！

９
 
ｔ
２
'ｒ
 
９
 
４
 
'

．
．
ｊ
．・・・
葦

―

・
竺

．Ｊ

の

．
突

熱

の

．虹

は

、

卦

靫

．一（

・一

に

人

池

・
呈

．ｊ

の
・
吊

ｒ
・
レ

ー
恐

れ

Ｉ‘‥‐‐‐
″
‐

に
ＩＩ

の

で

あ
「
ら

一
八

人

車

‐
差

．ｊ

の

再

祚

を

↑‥一

一・
．

四心

い

１

．

六

尽

．・
今

に

§

叙

．・
入

一一

は

葦

Ｓ

‐
“
‘
．ｊ

の

‘
!
'

９
'

Ｑ
 ｔ
･

ｉ
ｌｉ

‘
 
ｉ
'
Ｍ

４

人

・！

と

、

．一
’・ヽ

川

９

ぺ
・・
せ

た

．ｆ
　

’‐
 

‐
sｉ
Ｓ
 

Ｇ
･
g
4

ｔ
‐
ｑ
j
1
3
1

ｒ
‐‐
｡
i
x４

’
 
S
 
7

‘
!

の
・
罪

で

白

宮

ｉ
‐‐
せ

ら

れ

た

左

降

皇

ｒ

刀
・
４

ね

．
だ

と

、

入

や

に

維

八

ら

れ

た

’

ｓ
r
2
4

￥
!

；
R
f
!

ｔ
‐
l
l一
‘・
・
を

μ

．一・

凶

‐
’
ｉ

る

若

ぢ

礼

が

占

る

．

．Ｌ
に

怪

‐
1
1
:硝

！

冲

引

ら

ｒ

式

．ｙ

‐
単
一

１１ｙ

・

り

割

祀

さ

八

尤

ｉ

．人

・
な
Ｉ
。
!ｊ
ｓ
i

｛
１
‐
a
i
lｔ

４

‐
'

Ｉ

ｓ

‐
t
J‐

Ｎ

’
 
!

４

武

．
'
‐
６

１
１
Ｇ
.
 ‐
1
1
1
1
C
 
F
 
‘
(
ｔ
！

￥

￥
.
ｔ
Q
I

＆

Ｇ
l

ｉ

Ｅ

Ｓ

・

－

－

四

ｊ

£

部

、

他

．
１１

規

．－

を

召

・・
．
で

八

川
笑

脈執
一

一

一

■

ｇ

て

古

十
Ｉ
Ｑ
ｒ

:
U
k
f
l
十
一

‐
’Ｘ
ｒ
‐

６Llr･

゛7111111 ・しい
㎜■■

, で７ ●畦も



S
:
U
k
f
l十
‐
g
’
.
I
L
’
　
２

ｇ Ｒ

｜[: Ｒ

一

四

Ｉ

－
－
r7

ｐＲ

IFI

？ Ｓ

こIＦ

IFI

り

Ｉ
し

り

０１

IQI
1＆

P ｙ:

１ りI

･j

ｒ

ｌ

ｒ

ｌ

ｒ

ｌ

－
ｒ

ｌ

ｒ

ｌ

％

－

－

－

ｌ

ｒ

ｌ

■

■

■

Ｉ

4･･ Ｓ 升髪や

Ｊ

一
Ｉ
一
一

Ｉ

一

Ｉ

一
一

一

丿

一
Ｉ

ｉ

ｉ

｝
:

Ｘ

ｙ
4
1
1

’

S16 耳 訟Ｓ Ｓ 喝lｔ:

喩ll' ・ む1≒f511111

1 賓 ＆ 薯 歳二'1･・ 佃

い て･,V.･.･? ･i'42弓１ 岫;II

喚,Xiit 角やili ぢご佃

11貝 や ●

い こ･,●.･.･ｙ.I.･i･柩ｇ ｌ 写 肖 瞑･ ．

喩,j= ＆¥ ≒1511ごこ細

ほ･･ :lg..讐希舛･ｙl･･411M づl佃
ｆ 。

！ 晟

/: ｜りり

りiJr:･.･i

り:!rχ'･

ICI:i！jj

il ぷ ＆･I

ｒ

ｌ
■
－

Ｉ

■

ｈ

一

一
－

・II!!il

191ﾖ! －・

P01!!l:･

PF･:･!!:･..･

i!.:I! り

19:ir 気5

poII! ＆'l

p2:i!|:j

p9 ∃i!l:'･

！ｉﾖ が: り

； Ｇ ：| ！ ４･ ．

P し∃I

Por 』

ｙli

り

３一
一
一

11

・

’
卜

ｒ

ｌ

ｒ

ｌ

ｒ ・

１ ：

Ｉ

ｒ

ｌ

ｒ

ｌ

ｆ

爪

‐
ぷ

山

■■

－

■■

Ｉ
■

詔

７

‘

㎜I
－

べ ．

●Fr＆・ ｒXr:ill･

晩ｉ= 害む簡?iliごこ佃

:'ｌｉ.￥ 費｣ 以!j 一・l.|

.･゙卜i り ●･･!111･ 呪1･ｑkiQ 佃

nilla･ ●1a r・･

●.jll・む食iiiiil軸

いこ･,qＱ.･.･ｉ･収亀・;写411aF.

鮒『･ik;り 聯
・ ●ｓぐ 摯

？iikl'.･rl･! ゚き１１?-J.・1･!

711g こg●￥t ｌ･｣.゙ lj

trl窟|≒９
ｌ

ｆ

・
Ｃ

・

り

・
に

‘
．
’
‘
．
’

喩

４' ．･･Ｑｉ ｒ一

時i ●

叫Sj °

EI さ合やSi ごこ佃

ｊ

㎜ ■
Ｉ Ｉ

吸 ・

吸 Ｉ

≒･i で･･｢ｙ･･?翠

ｌ綸 丿 彊 り 瓢. ゛.･ｔ ｔl

.・.･ ？ ・ii

.･し 八･ ４･ｇｌ戸ａ ●･ 郭 詞Ｑ･

●ｐ４１:聊･. ｊ'] り１芒.'?吻 ●４:

●･ ● 女Ｆ馮 ｌｔll

liliり 葦.･? 即

:ご,裳 嘴11.1男旨 が;ｓ.｢;･

●･ ●１ ７ 哨･ 亀 λ:| 二身 祗励 司 交･:い ７,･･f･;.･,7･伽 ま１･･

11貝'.･:

り.１７ Ｑ ａｌ.rｊ ｓr●il き●●il

..゚卜･.り ｎ Ｑ拳

J －7L i･1 一々 1･

曽｢･|･ａ･li･ がl･ka Ｑ Ｓ

11r1 麟今ぐlφ.･.'ｊ.g･･.･j･ｆ 叫Se 鳶:･

吹貧ｌｔ･II　I.I 一 八 ‥.ｊ･gl･ １ ゛:ｉ 餉秘４rだ･･

.･゙卜j り:IJ 餉 ぷ; リ.l－.･{・ ５ｐｉ

.･゙卜 ．り: 卜涛角ぐ 佃

..FI

l
rｒ
[
E
I

６

６

６

Fi

りFi

／:|r ●:

1！llr 火:

17:･|r. 拿､:

1/:･1

1g:1
－

－
孔

回
pC

p口

ｌ

ｒ

’
．

ｒ

り

月:

.
卜､:

冰:

Ｉ

■

ｒ

ｌ

が 冰､:

|r・:

ｒ

ｌ

－胆

じ ；

／ ：

1!

！[:

7

11

1･1

ｒ
，

「

l'.Ir月

一
一

ｌ

ｒ

ｌ

四

IE!

P･I

P･I

PE!

四

４－

－
・

。

■
－

－ｒ

ｌ

ｒ

ｌ

－

－

ら

ｌ

ｒ

。
’
。

－

－

－

ぶ

人

111冰､:

:･|rＨ:

;･Ir月:

｜ ：|
ｒ
Ｊ､ ．

３ ｇ 吐5

ｔ 角igiiｔ 偏

旁函11.「こ･XIL･.-･116 桂:t

●4 1:;!;昌 備こ胴
akl･lii,11 舎？.l即

iiill ・ 細

盆 がｉt 画 会細

41!i!;幻:ｔｓi;!胴ｘｓ

島 ●-x７ 閥 一輦哨112 狼

十 円.ど?即

夕 ●ｄｌ ｊ=・ｌ 葬l ｓ`､s

Ａｷi- ・翻粂自･jダ 嘔 ２恨1 ｓ
一一　 －　　 一一 一一一一 一

班中雫ｇｌｉｅ

班ｆｌＦ ４ １１ 濁.ljr ｓ･

班 ぜλ ＪＪ愉ｌ囁1メ.
ME蜀ｌ.･４ｓ ～'.':41●1

.́ 1 ご-ij-･λ μiｔ11４ き ´ ｃ- 卜･ａｌ －･ｌ ａ４ｘ．Ｊ

奮鳶 蜘ｌ 豺き.iill!.? 毎・ ｓ'-･｝ぺこ･零？j!

!･櫛４=lglQ ● ２●!=.ａ

!=il･ぼ･ ●j'ｇ ２●
1°●ｎｌｅ

ｔ112'7r=1 ぬ

!irl 両` ij!・!a41 1'b;｢j f ●幟i ｓ

●・; 哨!ＱＩ Ｑｌ ｔ.嘸

;･卜 ．･７ご.へ!i･;コ涛参看脚口l･

ｔ 丹々 iiｔ・

.'.･ljr3.｀:. 壇llぶｉｊ４９１１.. り ーが゛qjl ijl

●1 1.;コ晨負罵lal!細lr1

り Ｍ ｓ` ２ｌ. 心 一一:!昨[3

Ei喝･|!一一]･･jl.･'-1喘ilrＳ

ｓjl｀t辱.'･;タタ

孤ろaiila ●５鳩 芦

りlij ぎり':ｉ･i.･.'ｑ115 ｀i磯呵!'1名４１ｃ憾

ｔEE まコり ・ Ｄ● ●１ 茅

４ｇ(ｇ５ 最王まコ り 両Ξ 吽行

!)|; －！【:;i・ 嗜 亀fi,l.｢･;･!

＆ｉいI.･4●

1!
』；･|!､4､.

｜;･|rl:

p[;:|!4､:

j11r 人:

11:jrｉs:

p こllrl::

p!
』:'|r

ｌ:

lt 今.tili£佃

A1114μ･r: ●I.・ヌ9.r1:ｇｔ

丿．・卜ID り λ-･ｘ ｇtlｒ1塚●り;

ノ．・卜･ に･ ，λ-･ Ｒ４ ｑcI.7Fpll:|･.!14!

ｒ 角 ７ ｒsll; 迎 ，:?ia

丿．・卜 に･ｊ．４ 一一皿 哨1‘１,考.a

元・卜 ｜ン Ｊλ-･ｘ ｉ ｔ７ 舞 ｘｌｌりｉｉr･IIj

aI コ'; 〕.･11'･μiiil

元・卜|:･J' λ-･ 曼 叫1ソ 舞 歯・ 彰ii

リ．・卜| ：･Ｊｘ-･ｚ ・ じノ舞!り尼rilliiri へ累jj.ｇtii ，

４１１ｋ呉Ｑ

ヅ Ｈ回難

ｉ

91

で
UI -:l 狸　 ｆ　　　 二』」浬
ｉ ．|’;Ｈ　 亡　　　　:II III
’rl　寛 々 予 ゐ 々 々 糾 山
ざ|梵 ．き　 洒　　　　 恵 賞
1: ･?f l- ‥･‥.　　　r ・・
¬ ¬ ¬　が か　　　･ 害

轟

!1穴 倉 作-|:･ ﾄﾞ － ＿ － － －
j1 官 夕 の 狸 ぷ|枝 奇 ぷyぷ
の 引 犬 蓼 吹 冥 応･I･4宮JL
な5 こi;! 史 え 畝･穴 ぷ 友 一
か の 旧j= 学 £ とl“i 】学
の 解 祭 文jl “ 一` 人 旁 十.
!;1裂1! 学 史 砂 政 ぞ17 紅
女 ．･･の Ｉ　吋f･ r 害 虻O
,゙ .･鑑 忿:･iC廿ljtM4. £ ◇
ち 貧 究 考 究t!; 内CI
¨ ’‥I　･111 ・lj 房 ◇ 歌
小 裁 碩j 」･:り 隷 コ　y
lylg 川!「 会 脚 ○ ◇　.ll･
蛎 の 房 ○･卜=:　　　　 ぷ11
☆ 公 ○　 ぞI･　　　　1

を　　　 会　　　　 －
台　　　　　 人

4:|
11t

l自刄j･
◇

郡 改ly

々 々 悛|li lli
j‘一毫 収
軸|レ 人

¨i　　｜　･I
真・

.λ 伊 吹yj －
･. 努 炉.一 粛
み ぶ 怒 罵| こ
7）11 の か．の
伊 のpl l 祚
勢 恋 忌 人 列
た－tj･ 池 一`一

刄jt ’’･Iにj゛i
μ 瓢 勢j「ぺ||
.JI支11 とiIF
一` 芸 太 子 晰
沢ij.yこ む 鈴

仕 Ｑ Ｏ 姉ぐ）
･丈 ○ ○ と
公　　　 ｌ

ｉＥ．　 “
Ｃ･　　　 雀
Ｏ　　　| 飢

介
ぐ

片lji
丼･,ll
料

U

バ

玉 の
勁

ズ

増 勢
琵

む ら
N

t

I･

栗

抒
８

ぷ肘

拷 ぶ

aで守著Ｖｈ

以 ぉ

夕=ｄ

昌
４

１:二の
四 回

£勢・ 斎
ぺ 月

旧 匹

哩　i` t四

に

示

瑞 二|JIII俘刈 川 野｜｜
竃 作 ィ 烏

之･副 ツ 斤
ｙ ｙ ｉ 針

－ －
．．北

仁 ，if1奈

努･; 宮11
a ｓ 特IP
宮 の･1 廣
と 竹“ 押
ぷ の 羽 子
ll j11 11二11:

゛
・.llり’¬

埴･謡 ０ 嚢
甕‘; ☆f.
戻II　　L･

心yC　y
代　　ン
え
lt　 祁

ぞ1　
ゎ

e　･1-

☆　?1.
Q　 のa･

11
和
r』･

Q☆

図書 の

紹 命

私

遠

の

「

斎

宮

」

に

っ

い

て

よ

り

多

く

の

こ

と

を

知

っ

て

い

た

だ

く

た

め

に

Ｉ

地

元

で

読

め

る

斎

宮

関

係

図
一

の

ご

紹

介

－

凡

何

;
Ｍ

‘９
¥９
‐Ｍ
４
１
＆
r

Ｅ
ｔ

＆

Ｈ

４

７

０　

１
Ｑ
ｌ
b
l
J‘ｇ

ｉ
ｉ
〔
Ｅ
ｔ
1
1
‐
 ｑ
l
i
l
i
:
l

ｔ

唸

い

り
き
の
み

や
が

唄『
体

験

旬

・
博

御
包
‐‐
１

１

ジ
ア
４
‐
?
s
t

ｎ
 ｔ
ｙ
'ｑ

ｉ
l
Ｍ

０

４

５Ｃ
'１
＆

ｉ
:‐Ｓ
＆

Ｓ
;ｔ

￥
'

！
9
'ｇ
i
i
lＦ

第２５回（平成19 年度）斎王まつり実行委貝会組織体常IJ

会 計 監 事 ・| |む男　 既j･2平･な

・　　　 問
名腎･eよt :I!拠リ|り|劃t
Q 烏訪f:　 人FI一秀Lと　 几｣|　摩　 ａ差奔｡t　llII･|liil之　 止　J.F　 山||!走11
宵|||ぃと　III 野ィヅ

相　ｉ　 谷 j･ 享1　11 璋唯人　 ．|じ忖扱　　 槽本気謹　 嵐谷泰1りi　　轟とφ之　 小休i二久

7r“･爾rr771 ¬11’Ｑ．哨暁単　FQI,6 倣r　!IEE:豊一嘉　 止 孝政　IIIIli: 煮
帛!11jl:之　　･.抒 滅　|li 内i!人　　　　　　　　　　　 ，

財　 趨　E班 財ｇ冥加lt翼と恥片 Ｇ 丸山悛次L!; ａ吋直瓦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｘ

s四 姓
同心繭が項馮
芦狗優で〃凋行をさむ:I

Ga,|||　均 ;:･1111痢　　 φ　享I°'･　jl:？ ゛|．　｜リ|吟詠　.:jr 純
.|じ山戻.k　 森磨一弥淀　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｈ

群　 巧　 班
土発i以刀ｇ呪
幹行ij冥li
社皿かj優の冥加

･３弓.III祠 く二･:f･川和F.DIIlfnf 冥　 帽章博 人　･fllllFI･　IH' 気球
EE川I凛El　iiH'･･ij･　･I､EEi秀!芙　 ４Ｘ９];夭　||| 本{y‥ご

･目

会　 遍　E姓 晋゙徊 禰哨 畷l 写戸?祀！:I
ji戻晋の1絢か

･S I.JrW:聶 く:･.|じJ111111　刄　ｋ吐　i ｀i tl　　EEI,14 男　1111 古
1『11々 tl　 察fMry　　　　　　　　　　　　　　　　H

石　勺　E姓
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隆
子
女
王
の
墓

隆

ｆ
’虫

．Ｌ

は

醍

醐

．人
皇

の

俘

女

で
、

円

Ｉ

．
人
豆

の

鴎
代

の
・
笏

川

．
代

粛

．Ｌ

で

あ

£

．

粛

．Ｌ

に

卜

定

〔
屯

の
1
1
1
1
1
1

で

の

占

い

で

還

ぱ

れ

る

Ｕ
;‐
 Ｑ

４

￥
j
Q
ｔ
!
、

ｙ
‐
和

。
。
斗

〔
九

六
九
i
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－

す
］
巾

の

細
ぷ
ｇ

院

に

引
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!
‐
４
"
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1
1
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ｉ

の

野

？
］

９
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１
１

９

￥

Ｑ

４
１
４

ｙ
 

’４

ｔ

．

年

一一
・
几

七

）

９

申
］
に

向

け

ｎ

弛

し

た

Ｅ

－

ぶ

Ｉ
・べ

．人

色

．

年

〔
九

巳

賜

・

わ

ず

か

．
．
印

の

舟

位

で

、

巾一
ｔ

‘
 ｓ
Q
k
2

。
 ”ｙ

 
ｎ
'
.
1．Ｋ

ｉ

ｌｇ

（
＠
i
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’
.
j
｡
＆

４

ヶ

粛

玄

で

Ｉ）

く

な

ご

べ

斎

．Ｌ

か

４

す
］
で
・
」
？

’
な

っ

た

の

は

斎

．Ｌ

制

虞

が

確

‐
５
し

て

以

求

靭

め

て

の

こ

と

で

あ

ら

た

．

斎

．Ｌ

は

？

μ

‐
Ｔ

る

こ

と

な

く

斎

！

に

鼻

ら

れ

た

楳

で

あ

心

．

９

４

‘
 
Ｆ

Ｉ
 
Ｆ

４

ｔ

１
２
４

９

４

’
!４

】‐
Ｅ
‐
‐
.７
ｅ

ｌｓ
I
J

で

、

林

の

巾

に

あ

Ｉ

、

外

か

ら

嬢

の

嵌

Ｊ

ほ

公

う
な

１
４

’
 

９

‘‐
'４

．Ｌ

の
・
面

影

を

名

ぱ

せ

恙

濤

楚

な

た

た

ず

ま

い

を

見

せ

て

５

９

“
　
　
　

〔
Ｑ

ｔ
 

Ｑ

．
い・

大
淀
の
業
平
松
は
三
代
目

一
代
目
梨
平
松
は
硯
と
文
机
に
な
っ
た

お

お

Ｌｒ
’μ
一
の
・
松

は

１１
Ｊ
く

か

ら

有

り
Ｊ
で

、

ｉ
ｉ

＆

Ｓ

ｔ
ａ

ｌ
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‘
１
９
.ｕ

Ｋ
ｓ
 
４
１
･‐
１Ｊ
ｔ

ｉ
ｉ
Ｋ
ｓ

Ｑ

￥
ｔ

９

の

．
つ

と

し

て

、
『
県

．十

松

の
灸

の

．き

と

し

て

あ

げ
Ｊ

．ａ
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１
 ￥

４

Ｑ

“

４
'
Ｑ

４
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４

６

Ｊ

！
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Ｓ

ｔ
ｊ
ｇ
 
６

う

渡

し

蜀

の
・
β
‐
く

に

あ

り

、

そ

の
・
人

さ

気

核

ぷ

り

は

政

諏

で

ひ
・
こ

き

わ
［
Ｈ

‘皿
っ

て

美

し

か

っ

た

と

ｋ

え

ら

れ

て

ぃ
毛

．

聚

平

枇

の

出

求

に

．り

い
．‐／
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ｊ
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松
‐
こ

呼

ぱ

れ

も

よ

う

に

な

心
た

・
こ
Ｋ
］
か

れ

て

い

る
Ｑ

初

代

の

弘

に

り

い

て

は

ド

４

￥
‐
　

＆

ｔ

ｔ

Ｘ

４
'

『

い`
わ
１

た

歌
ａ

師

、

以

！

が

’‐
１１地

の
４
 ｃ

Ｘ

ｉ

‘
Q
i
a
1

し

て

い

心

が

、

そ

れ

に

よ

心

と
『

延

宝

の

初

め

枝

は

川

力

に

ｉ

が
り
ｓ

前

お
よ

そ

百

歩
‐
も

あ

っ

て

枇

。几
は
・
．ｘ
ば

か

り

ろ

り

ぼ

に

な

っ

て

ぷ

っ

て

ぃ

た

の

が
、

延

宣

人

年

Ｑ
･ｇ
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＆
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Ｑ
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．
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川

囮

代

芦
ｉ

・￥
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・
頃
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代

乍
万

郡

文

右

‘．`
円

ｉ

年

‐
ご

い

う
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が

名

も

の

哨

れ

た
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と
を

恨

し

み

彫

の
'
ｉ
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‐
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を

．
．木

植

っ
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だ

と

い
わ

れ

も
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あ

ま

り

に

銘

木

な
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で
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は

吸

を

、
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刄
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Ⅲ
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ら
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Ⅲ
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か
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Ｕ
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机

を

倒
木
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ら

遊

っ

た

こ
い
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Ｊ

一

．
．
代
口
１１
の
松

の

．
冷
を

［

峯
．Ｆ

４

：
’
 ｊ

の

．
乖
　

。Ｊ

を

Ｅ
Ｅ
Ｈ
．心
卜
松
に１１
と
呼

ぶ
よ

う

に
な

７

．に
刀
・
は

、
お
そ

ら
く

泰
．ｌ
‐
の
兄

で
歌

λ

の
卜
．ｌ
‐
の
名

を
・
こ

り
て
兄

弟

松
と

い
『
り
幸
江

で
名

付
け

ら

れ
た

の
で

あ

今

り
。

こ

の
・
打
．ｔ

松
は
Ｆ

駝

。
－

八

年

頃

、

松

噴

虫
に
ｇ

倉
″
‥』‐れ

た
み

と

、
ｔ
i
Ｓ
 ｇ
ｙ　
１
２
＆
!’

．
．
代

口

の
Ｉ
Ｊ
‐
松

は

、
昭

和
卜

．
年

卜
　

人
・

・

－

－

八脚 門

「L

| 」

県

よ

Ｋ
．
Å
然
記

含

物
に

指
定

夕
孔

た
１

’
 ｉ
ｉ

川
｜

瓦

年
頃

か
ら
老

衰

が
忽

遡

に
ＩＴ
‐
Ｔ
み

昭

祀
ｋ
－

年
川

力
に
は

禿

ら
．
に

砧
．死
し

、
珀

．＆
民
に
よ

り

切
り

ｉ
ｐ

４

Ｑ

’
 ３

１
￥
4
J
し

て
佃

勢
巾

に
允

ち

れ

、

．
郭

極
．几
は

公

民

叩

に
４

さ

れ
た
．

世
Ｉ
Ｕ

Ｎ

百

年
を

超

え

て

い
た
．

又

、

人

晦

丿

の

戌

、

堂

の

絵

馬

を

’・・
マ

ー７‐

Ｉフ
λ

が

欠

け

讐

え

て

町

Ｖ

Ｑ
・
Ｌ
に
匹

を

卜
1
1
1

う

と

い
う

仁

承

は

、

『
随
１１
勢

神

宮

帛
所

図
｛

．＆

に

も

恒

せ

ら

れ

ＩＩＱ

い
る

、

齢

馬

堂

の

あ

っ

た

局

所

は

、

か

り
て

の

ｉ

申
｝の

点

端
ど

参

言

街

道

が

交
‐
り
っ

た

あ

た

り

で

、

ｉ

ｆ

が

佃

勢

に
Ｉ＆

向
‐マ
・
る

瞭

に

は

、

身

！

の
・
ポ

鳶

で

政

を

Ｉア

も

こ
Ｉこ
に

な

っ

て

い
た
・
こ
い

‘？

一‐‐
こ
か

ら

身

申
］
が
斑

蜀

後

な

、

外

別

な

場

所
‐
こ
Ｉ
Ｉｙ
て

Ｑ

え

ら

れ

て

い

た

の

か

も
し

２
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．
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Ｗ
ｔ
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￥
２
１

、

外

け

ら

れ

ＩＩｌ

い

た
雄

馬

は

、

竹

神

礼
!
Ｘ
Ｇ
ｚ

ａ
.
ｉａ

Ｓ
４
‐
!ｊ
Ｋ
Ｉ
'
 
ｅ
 ９
 
５

恚
．エ

ン

マ

ー

は

か

Ｉり
ＩＩＱ
の
・
斎

宮

の
・
ぶ

帑

地

１

の
・
衆

鳶

Ｇ
･ｙ

ｔ

４
'
９
‐４
Ｑ

‘Ｑ
’
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Ｑ
･０

’
 ４

Ｍ

＆

＆

所

や

吉

原

こ
し

て

慄

能

し

て

い
た

頃

、

ぷ
・
の
．脚

人
‐
や

以

り
生

活

の

永

を

、

ｙ

‐
Ｑ
４
'￥
I
S
‐Ｑ
 Ｘ
 Ｑ
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２
 Ｒ
‐
4
Jと

‘
J
1

り

罪

や

か

に

Ｉ虎
卜
・‐‐ｔ

い
た

の
・
か

も
し

れ

な

い
．

｛
一

目

ゆ
か

り

Ｉ・貝９の碑

C
)‐
tＵ
ｔ

１
９
　

１
'
1￥

‐
Ｓ
‘

Ｉ

Ｊ

神

忙

晦

の

略

邨

か

ら

、

采

へ
．Ｉ

Ｏ

ｍ
４

の

と
こ

ろ

に

あ

る

、

小

さ

な
ｇ

の

巾

に

め

る

り

が
ひ

さ

さ

池

で

す

、
枠

科

。‘』
他

り
北

９

に
あ

ひ

ま

ず

。

『
印

相

町

史

』

に

よ

る

レ
ー『

７

１１
米
『

宇

爾

邨

で

は
『

ひ

べ
にＩ
さ

他

の
・
氷

を

汲

ん

で
『

神

１
』Ｊ
Ｑ

＝２
ｔ

Ｑ

ｌ
ｉ
ｉ
ｉｇ

Ｊ

Ｑ
 Ｑ

ｌ
 ｊ

ｔ

ｌ

、
ｙ
‐‐
の
池

に
八

葉

の
篆

が
生

え

、

池

の

に

は

Ｉ

う

な

ぎ

と

さ

れ

、
旱

昿

の
析

に

は

曲
乞

い
を

行

っ

て

い

た

と

し
ふ
え

ら

にｎ

て

い

乙

ご

と

あ
汗

ま

す

。

ひざぎ池

そ

の

筏

．代

口
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の

松

は

昭

和

Ｉ

ト
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年
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り
ｒ

目

の

建

両

記

含

日

の

家

耗

あ

ｔ〔
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丿

に

Ｉ
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ま
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Ｉわ

る

松
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ｉ
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．
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猷
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大
淀
の
松
を
詠
ん
だ
歌
（
業
平
坦

大

淀
の
　
松
は
っ
ら
く
も
　

あ
ら
な
く
に
　
う
ら
み
て
の
み
も
　
帰
る
波
か
な

『
斬
古
今
包

大
淀
の
　
・
つ
ら
た
っ
浪
の
　
か
へ
ら
ず
ば
　
か
は
ら
ぬ
松
の
　
色
を
み
ま
し
や
　
『
粛
と
女
砥
息

徽
子
玄
土

大
淀
の
　

決
に
生
・
。
て
・
い
　
み
る
か
ら

に
　

心
は
な
ぎ
ぬ
　

か
た
ら
わ

ね
ど
も

大
淀
の
　

霞

吹
き
そ
う
　

松
風
に
　

う
ら

み
て
の

み
や
　

か
え

る
か
り

が
ね

さ
な
’
９
４
　

￥
９
９
４
　

￥

Ｋ
Ｑ
　

松
ｊ
 ｅ
‐
｡ＱＬ

と
　
‐
１
‐
り
か
ぜ

ぞ
吠
く

大
淀
の
　
郵
祓
幾
世
に
　
な
り
ぬ
ら
ん
　

神
さ
び
わ
た
る
　
浦
の
姫
松

か
ず
か
ず

－

思
っ
心
は
　
大

淀
の
　
松
を
・つ
ら
み
る
　
浪
の
青
か
な

大
淀
の
　
浦
酪
の
ど
け
き
　

春
の
ヨ
に
　
か
す
み

ぞ
残
る
　
松
の
む
ら
だ
ち

霞
み
ゆ
く
　
松

さ
へ
っ

つ

り
Ｌ
　

大
淀
の
　
浦
立
つ
浪
の
　
か
へ
る
か
り
が
ね

り
か

り
ぬ
　
松
も
恋
ふ
ら
く
　
大
淀
の
　
霞
ば
か
り
に
　
か
か
る
浦
波

rｅ

Ｘ

ｆ

ｉ

ｊ

『
一
．万

物

』

俊

采

女

『
訃

恥

匍

』

宰

忿

i
:Ｅ
ｇ
Ｗ
j
 

Ｋ
1
４
f

平

王

百
ｌ
ｌ
 Ｓ
ｌ
ｇ

ｉＳ

『
夫

木

繁
』

厭

跡

院

同
右
　

吏
降

Iｓ

ｇ

ｉ
ａ
‐
j
｛
＆
Iｓ

し
る
ら

め
や
　
君
が
っ
ら
４
‐
は
　
大

淀
の
　
う
ら
み
て
か
え
る
　
波
を
か
ぞ
へ
て
　
　

’李
華
！

奈
良
翫
土

大
淀

や
　

っ
れ

な
き
松
の
　

風
だ

に
も
　

波
闘
し

づ
ｒ

～
　
ｕ
７
４
 ｑ
l
る
か
な

北

‐】｛

邨

ボ

以
Ｌ

の
ほ
か
問
７
１１
が
人
尽

行
曳

育
家
な
ど
高
官
‐
高
僧
の
歌
が
、
『
勢
隅
雑
＆

、

芦

勢
歌
枕
刄
』
な
ど
に
残
さ
れ
ＩＩｌ
い
恙
．

大
淀
の
浦
を
詠
ん
だ
和
歌
（
大
淀
浦
）

大大
演
の
　
浦
上
り
遠

淀
の
　
浦

|-?F

行
く
雁
も
　
ひ
と
つ
に
か
す
む
　
蜃
の
釣
舟

な
す
　

み
る
め
だ
に
　
霞
に
た
へ
て
　
帰
る
か
り
が
ね

大
Ｋ
ｇ
　

Ｗ
９
７
ｔ

ｉ
に
　
抒
く
雁
も
　
一・
つ
に
霞
む
　
海
士
の
釣
舟

大
淀
の
　
浦
風
か
す
む
　

あ
け
ぽ
の
に
　
雲
井
の
雁
の
　
お
と
づ
れ
て
好
く

も
し
ほ
や
く
　

海
士
の
た
く
縄
　
春
く
れ
ば
　
汲

ぞ
ふ
か
き
　
大
淀
の
浦

大
演
の
　
海
士
の
乙
女
や
　
春
な
れ
ば
　
辿
に
の
は
つ
も
の
　

ゐ
る
め
刈
る
な
り

大

淀
の
　

淀
の

花
貝
　

榜
．１
て
も
　

千
尋

ば
か
り
の
　

あ
や
め・
を

ぞ
ひ
く

妊
と
ぐ
ち

に
　
た
け

る
・
Ｉ
Ｌ

ほ
の
　

大

淀
の
　

卜
」一
ど
む
そ
こ
ゐ

の
　

な
き
嘆
き

か
な

い
か
に
ゼ
む
　
け
ふ
大
淀
の
　
浦
に
未
て
　

あ
や
め
や
引
か
む
　

貝
や
ひ
ろ
は
む

大
ｑ

Ｃ
　

４
 ’０
 １
ｔ
!‐Ｃ
'Ｘ
ｊ
～
'
　
な
り

ね
と

も
　

浪

に

か
り

が
ね
　

秋

を

忘

る

な

し
き
４
９
　
ｑ
:４
Ｖ
４
１
湘
の
　
大
淀
に
　
み
る
め
も
あ
か
ず
　
蛋
の
釣
舟

l
ｉ

ｌ
;
1
9
9
＆
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１

１
６

S
ｇ

ｉ
!
l
i
～
4
６
９
　

Ｓ

伊
勢
物
語
絵
巻

霖

や

こ

し

我

や

ゆ

き

け

む
　

思

ほ

元

ず

夢

か

う

っ

つ

か
　

寝

て

か

扉

め

て

か

Ｕ
r
４
･

Ｓ

‐
|「

古

今

回

政

”

」

昨
ま

責
方

が
お

出

で
Ｔ
ｓ

つ
た

の

か
『

私

が
Ｓ

つ
た

の

４
’
 
!３

Ｑ
４ｙ

‐
Ｓ
'
４
Ｆ

Ｓ
４

１
１
'４
‘
 Ｓ

ｌｑ

Ｓ

５
‐
３
ｇ

Ｑ

Ｉｙ
J
1
4
‐ｒ

４

’
 
S
1
4
3
j
9
4
j
Q
l
x

‐
３
‘１
'
r
'
４
’

ｑ

ｇ

、

。″
‘
つ
て

い

乙

降

の

争

で

あ

っ

た

か

。
目

り

覚

め

て

い

乙

鳳

Ｑ
ａ
・
で

あ

｀
た

か

。
と

ん
と

掌

£

て

忿

り

ま

ぜ
ん

。

・

淘≧

心 ／

か

き

く

ら

す

心

９

１
１
２
　

￥
４

ｊ
６

！＆
４
ｊ

４
'
ｒ

Ｑ
 
Ｑ

と

は
　

枇

人

さ

だ

め

よ

劃

が

一
｀
「

亘

ｉ

」
―

」

昨
夜
の
こ
と

は
私

軋
臭
確
に
な

り
た
同

の
よ

う
＆
心

の

歌
扇

だ
っ
た
の
で

恋

り
て
し

Ｉ
い
ま
し

た
。
そ
れ

鮫
夢

か
聶

笑
か
一
ｉ
:
1
j
 
S

‐
1
4
'

Ｑ
 １
、

そ
の
い

づ
れ

で
あ
ゐ
か

ｇ

尋
外

の
世
耳

の
み

が
定
め
て
く
れ
よ

う

。

『

新
一一「
lｔ

‘
ｉ

」

９

１
６
　

’

一
£

二
世
　

知

潔

g
ｌ
 ｇ
[
l
g
l
l
:

建

保
三

百

年
集

｛
一
’奮

同
右
　

京
曜

[１
1
４
　

１

１
１

『
名
一
苛
』

酉

打

同
右
　

酉
打

『
夫

木

Ｓ
j
 
lＳ

Ｉ

『
弟
玉
繁
』
荒
木
Ｅ
成
定

な
ど

が
あ
り
ま
す

。
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楠
森
神
社
と
斎
宮
跡
の
芒

斎
宮
跡
の
束
の
端
、エ
ン
マ
川
と
呼
ば
れ
る
川
沿
い
に
「
楠

森
神
社
跡
」
と
蜀
さ
れ
た
石
碑
が
あ
り
ま
す
。
明
治
時
代
に

斎
宮
跡

を
頷
彰
す
る
た
め
に
立
て
ら
れ
た
碑

の
一
つ
で
す

が
、
今
は
由
来
を
知
る
人
も
少
な
く
な
っ・
て
い
ま
す
。

こ
の
神
社
に
つ
い
て
は
、
昭
和
十
年

二

九
三
ゑ
）
に
斎

宮
商
工
会
が
刊
行
し
た
「
斎
宮
村
郷
土
詰
」
と
い
ヶ
本
に
詳

し
い
昿
明
が
あ
り
・ま
す
。
こ

れ
は
戦
前
の
斎
宮
村
の
扱
于
を

知
る
こ
と
が
で
き
乙
貴
ｉ
な
資
料
で
、
今
は
「
郷
土
史
に
見

る
斎
王
」
（
明
和
町
　
一
九
五
八
年
4

）
い
う
本
の
中
に
再

録
さ
れ
た
も
の
を
見
ゐ
こ
と
が
で
き
ゐ
も
の
で
す
。
そ
こ
に
、

当
時
す
で
に
な
ぐ
な
っ
て
い
る
神
社
と
し
て
、「
肺
森
将
社
」

と
「
荒
祭
社
」
と
い
う
等
社
の
記
述
が
見
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
柿
森
浦
社

は
、

「
大
字
斎
宮
笛
川
北
方
（
北
野
道
を
北
に
二
町

。
溝

を
隔
て

・

紅
葉

の
森
に
は
柿
森
社
と
と

も
に
古
く
か
ら
荒
祭
宮
と

い

う

神

殿
が
あ

っ
た
こ

と
。
や
和
ｒ

知
和

を
柵
げ
た

社
殿

だ

っ
た
こ
と
。

・
絵
馬
殿
や
屡

木
の
鳥
居

も
も
と
も
と
は
こ

の
社

の
一
部
で

あ

っ
た
と
推
測
で
き
る
こ

と
。

こ

だ
祝
眼

采

か

ご

に
よ
る
と

、
長
元
四

年
六
月
十
七

日

の
太
神
宮

の
御
祭
で
。
斎
王

が
御
王

申
を
供
奉
す
る
以

前
に
突
峡
天

雨

が
降
り

、
斎
王

が
託

宣
を
始
め
た
こ

と
。

・
鳶
王

は
皇
太
神
宮

の
第
一
別
言

の
荒
祭
宮
で

あ
る
と
名
乗

り

、
斎
宮
寮
厦

の
一
揆
尽
私

淑
と
そ

の
妻

の
か
か
か
争

て

夫
婦
と
１

女

の
子
供
と

女
房
共

に
、
二
所
太
神
宮
と
荒
祭

と
高
宮
」″」
五
所

の
別

宮

が
付

い
た
と
称
し
、
瓢
羊

な

祭

を

行

口
て
い
る
と
糾
弾
し
た
こ

と
。

・
七

月
六
日
に
神
宮

の
禰
１

ら

が
寮
頭
館
に
行

き
、
「
寮
厦

の
造
り
立
て
た
た
禿
一
一
字
」
を
斌
外

に
取
り
出

し
’
ｌ

保
ｙ

つ
ま
り
周
辺

の
住
民
に
焼
き
掃

わ
せ
た
こ

と

｀
祭

宮

た
西
偏
畑
中
）
に
在

心
た
町
ｉ
・
中
西
・
下
の
三
郷
の
産
土

劣
で
す
。
祭
神
は
八
柱
神
で
、
元
は
「
八
王
子
」
と
申
し
ま

し
た
。
社
地
を
紅
葉
の
森
と
唱
へ
、
古
く
か
ら
荒
祭
筥
と
称

す
る
神
殿
の
在
っ
た
神
械
で
、
老
樹
が
■
董
ぷ
」
し
て
ゐ
ま
し

た
。
町
屋
鮮
建
匯

の
時
か
ら
奉
祀
し

た
産
土
神
で
あ

り
ま

す
。
」

と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
荒
祭
社
に
つ
い
て
は
。

｛
祭
神
ａ

粉
唄
漸

が
袱
で

由
緒

む
し
ｒ

吟

長
元
四
年

二

〇
三
一

｝
六
月
、
大

神
宮
の
御
祭
ら
訳

大
爾
電
あ
り
、

そ
の
政
磁
中
に
、
御
魏
拝
中
の
斎
王
に
皇
大
神
宮
の
神
託
あ

り
、
寮
願
夫
妻
の
不
敬
な
行
状
に
対
し
て
・離
し
く
御
戒
め
を

蕪

り
た
の
で
、
一

七
月
寮
匯
の
造
り
建
て
た
か
創
二
宇
を
寮

域
外

に
柊
』
し
て
焼
き
掃
・
べ

実
は
こ
れ
が
荒
祭
・
高

れ

（

Ｈ

‥
‥
‥
Ｌ

Ｈ

リ

パ

い

れ

Ｈ

（

ま
す
。
一
読
し
て
「
斎
宮
村
昇
土

月

付

バ

ド

０

ジ

直
の
文
章
ず
も
か
々
り

球

’落

混
じ

。
ｒ

い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
‘
こ
こ
で
『［
う
長
一元
四
ぜ
に
こ

○
三

こ

の
託
宣

ド

引

バ

バ

≒

Ｈ

Ｈ

て
ら

れ
た
こ

弓ﾌ ヽ=

で
は
こ

の
『
外
記

烏
記
』

と
は
ど
』つ
い
う
史
料
で
し
ょ
う

か
。
外
記

と
は
太

政
瓦
回
】桟
ｌ

て
公

文
書

や
行
政

・
こ

の
禿

は
荒
祭

・
高
宮
と
ｌ．り
し
て
い
た

が
、
ど
う
や
ら
焼
　

録
な

ど
を
作

成
す
る
係
り
の
こ

と
で
；

外

‐`‐

き
赫
て
た
の
で
は
な
く
紅
葉
の
森
に
移
し
て
乖
祀
し
て
い

た
ら
し
い
こ
と
。

iiL』
蜃

:二; ぷ
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－
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－

一

第

入
胃

粛
ふ
Ｉ
３

Ｑ

一

榎

村

寛
之

2４

-

宮

の
二
神
で
あ
っ
た
の
で
、
寮
堵
の
北
野
な

る
紅
葉
の
森

に

奉
斎
し
た
も
の
で
あ

る
」″」伝

え
ら
れ
て
ゐ
ｉ

す
。

そ
れ
か
ら

百

二
十
年

を
経
た
仁
平

二
年

｛
一
一

五
二
｝
の
記
録
に

よ
れ

ば
、
二

社
共
に
斎
宮
寮
で
管
似

し
、
両
神
殿
を
造
営
し

た
と

出
て
ゐ
ま
す
ご

と
し
て
い
ｔ
ｔ
て

４
」こ

ろ

が
こ
こ

に
は
、
ど
う

い
う
賢
料
に
由
来

し
て
い
る

の
か
が
書

か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
れ
に
は
元
に
な

っ

た
文
献
が
あ

る
の
で
す
。

そ
れ
は
。
幕
末
か
ら
明
治
に

か
け

て
神
宮
の
禰
宜
を
務

め
て
い
た
国
学
者

、
御

巫
臍
直
の
著
書

「
神
宮
神
岑
岑
匯
」
の
中
の
「
斎
宮
村
神
社
来
由
考

」
の
「
楠

希
社
」
の
項

目
で
す

。
そ
こ

に
は
、

・
楠
森
社

は
町
家
郷

の
産

土
で

、
も
と
は
八
王
子

と
称
し

、

社
地
を
紅
葉

の
森

と
称
し
て
い
た
こ

」ｆ」。

撰
ぴ
申
す
伊
勢
斎
内
親
王
内
院
な
ら
び
に
荒
祭
高
宮
両
神

讐

鑓

言

Ｈ

リ

☆

琵
柱

い

に

己
未

時
坦

の
二
μ

Ｊ

一一
　
十
三
日
辛
未
　

時
は
卯
の
二
点

立
柱
氏
笏
　
先
に
北
、
次
に
甫
、
次
に
葺
、
次
に
東

４-

仁
平

三
部
志

頁

二
十

‘’宕
‥’

⊃

・
Ｅ

熟

警

士

。稚

案

頭

宣

一
思

案

親

Ｉ

。・・
．
.
'
.

１
_
　
'
　
　
　

‾
'
1

ミ

ーー
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1

」

Ｌ

Ｐ

謔

斡

Ｈ

Ｈ

に

口

丿
石
ｔ
Ｊ

八

日
記
と
’名
い
い
、『
外
記

が
付

け
て
い
た
太
敢
官

の
凛
務
・叉
４

バ
。
健
し
た
時

の
も
の
で
す
９
 ９
４
ｊ
１５
８

４
ｊ
史
ｑ

Ｓ

９

’
 ‘”

の
こ
と
で
す
。
し
か
卜
託
‥記
日
記
の
本
体
は
早
く
に
散
逸
し
　

ず
こ

れ
に

間
違
い
あ
り
’ま
せ

仙
。

ｈ
Ｈ
付
記
れ
Ｎ
Ｈ
緯

栃
す
。

つ
ま

り

楡
直

が
見

た
史

料

は
外

記

局

記
で

は
あ

Ｉ

い
の
で
す

。
し
か
し
外
記
口
‥【
記

は
し

ぱ
し
ぱ
歴
史
書

は

勧
文

が
あ
り
、
こ

の
段
附
で

も
斎
宮
寮
が
管
轜
し
て
い
た
　

‘に
引
用
さ
れ
る
Ｑ
ｊ
Ｊ
４
４
Ｓ

、
特
に
平
安
時
代
後
期
に
作
到

によ

（

ら
し
い
こ
と

・
そ

の
後
斎
宮
は
廃
絶
し
た
が
．
荒
祭
宮
は
産
土
と
し
て

残
つ
た
ら
し
い
こ
と

・
高
宮
は
算
所
村
の
産
土
が
高
御
前
社
の
あ
っ
た
所
に
造
ら

心

々
「
日
本
紀
略
」
ど

。’靫
則

猷
を

乍

い
う
吝
へ
の
引

Ｆ
Ｉ

。
　Ｓ
　

”

”

‾

１
　
　

１
”

ＩＭ
Ｉ一

一

一一
Ｉ
Ｉ
　
　

Ｉ
　

一
一

。
－

－－

用

は

よ

く

知

ら

れ

て

い

ま

す

。

そ

じ

Ｊ

い

Ｗ
Ｆ

が

引

用

し

た

史
料
は
、「
本
朝
世
記
」
に
見
ら
れ
る
の
で
す
。
ち
な
み
に

仁
平
二
年
で
は
な
く
、
仁
平
三
年
五
月
二
十
六
８
条
で
す
。

例
え
ぼj 配･ 荒４

し
そ
れ
で
も
な
．お
間
返
が
残
り
ま
尤

こ
れ
だ
け
で

祭
宮
と
高
言

が
長
元
の
截

旦
に
関
連
し
た
匈
社
な
の

か
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
で
勘

ど

の
球

き
方
な
ら
ヽ

、
斎
宮
の
内
院
と
内
宮
の
別
言
で
あ
る
荒
祭
宮
、
外

宮
の
別
宮
の
高
宮
を
建
て
る
と
も
取
れ
る
の
で
す
。

長
元
の
託
宣
に
つ
い
て
は
、「
太
神
官
詰
雑
事
記
」
と
と

も
に
ヽ

当
時
の
大
納
戸
で
あ

ぶ

藤
原
実
貴
の

刄

ぢ
知
」

一
Ｓ
｀
１
１
圭

～

一
２Ｓ

-



と

い
う

日

記

に
も

舒
唄
に
記
さ
れ
て
お
り
．
こ

ち

ら
ｆ・
は
都

で

の
・こ
の

託
宣
へ

の
対

応
の
経

粍
な

ど
、
か
な

り
詳
し
い
舞

緯

が
記
さ

れ
て
い

ま
す

。
そ
し

て
「
小
右
ぶ
巴

は

、
拒

通
が

祀

り
て
い

た

７
ま
小
ふ
と

か

、
［
内

宮

’
外
宮

御
遥

問
’１１
だ

っ

た
と
し
て
い

る
の
で
す

。
「
太

神
宮
竣

雑
事

記
」

は
伊

勢
神

宮

慨
の
記

録
で
す
か
ら
、
内

宮

’
外
宮
の
偽
物

ま
で
作

ら

れ

て
い
た
と
は
書
き
に
く
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
そ

れ
で
も
枇

通
大

降
に
は
内
・
外
宮
が
付
い

た
と
し

て
い
ま
す

。

9
4
6ｙ
 
Ｓ
９

４
れ
た
小
一
恥
は
荒
祭
貰

姦
宮
で
は
な
く

。
内

’

外
宮
の
可
能
性

が
毒
い
の
で
す
。

そ
し
て
、
仮
に
荒
祭
筥

’
高
宮
だ

心
た
と
し
９
４
’
 １

４

栴
て
ら
れ
た
と
記
ｉ
さ
れ
て
い
る
祠
が
秘
か
に
祭
ら
れ
て
い

た
の
な
ら
と
も
か
く
、
百
年
あ
ま
り
後
に
国
家
勿
に
補
修
造

営
さ
れ
て
い
ゐ
の
は
不
思
泄
で
す
。

さ
ら
に
疑
問
な
の
は
、
仁
平
三
年
に
立
て
ら
れ
た
と
す
る

荒
祭
と
姦
宮
が
斎
宮
関
係
の
施
設
だ
と
す
る
と
、
斎
宮
内
院

近

く

’に
あ

る
と
読
め

る
と
い
う
・こ
と
で
す
３
 Ｓ
'Ｓ

’
 ｔ

森
神

杜
伝
水
鏡
は
．
奈
良
時
代
末
斯

に
造
営
さ

れ
た
斎

筥
の
区
画
．

方
恪
地
割
の
束
の
端
に
入
口
て
い
ま
す
ご

戈
元
四
年
に
破
却

さ
れ
た
戻
は
、
斎
宮
の
城
外
に
取
り
出
さ
れ
て
焼
き
掃
て
ら

れ
た
と
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
た
び
破
却
さ
れ
た
も
の
が
斎
宮

の
。λ
画
の
中
に
戻
さ
れ
て
祭
ら
れ
ふ
と
は
考
え
に
く
い
こ
と

で
す
。。

つ
ま
り
、「
太
神
営
請
雑
事
記
」
の
河
う
荒
祭
・
高
宮
と
、

じ
平
二
年
の
荒
祭
『
妄
宮

が
同
じ
社
だ
と
す
る
御
座
渚
直
の

Ｊ‐`
は
必
ず
し
も
正
し
い
と
は
胃
え
な
い
の
で
す
。

○
Ｉ

夕
卜

斎王 傷蔀 脳姉分ンパ＝＝･ワン

φ ・万量●に弟への哀傷名歌を彗んだｉ 王は誰？

天醜廻り大采里女でし冰 う、弟の大潭ｉ 子び課反の召疑ご豆ｉごｎ、

叫野・ 后｛後の持晴天呈｝より死を賜りました。

わび長手を 大和へやると ご歿ふけてIKi に わが立５･濡れし

二人行けど　行き泗ぎがたさ　秋山を　いぴこか君が　りり赳ゆ５ｃ

が41=ｓです。
～ － ノ

同

じ

く

ｉ

七
史

に
菟

る
斎
Ｗ
已

に

再
録

さ

れ
て

い
る

ｙ
嘔

治
卜

六
介

ヨ

利

地

跨

の
1
1
 
1

伊
勢

抑
官

匡
多
気

郡

馬
・
だ
Ｌ
討

’

の

項

に
は

、

美
田
応

に
枇
と

い
う

部
社

に

讐
。ノ
御

前
ａ
.
｢
1
1
2

ｙ

ｇ
‐

？

一
廳

の
神

が
祀

ら

れ

て
お
り

、
そ

の
唇
。御
前

は

、
斎

宮

寮

廃
絶

後

に
高

宮

を
移

し
た

も

の
だ

と

い
う

伝

承

を

記
し

て

い

孚

でま

た

、
同

書

で

は

斎

宮
寮

の
廃

絶

後

、
‐１
荒

祭

宮

り
斎

宮

村

の
内

、

町

駐

郷
に
」
。

そ

し

て
高

宮

は
こ

こ

に

移

し

た

と

し

て
い

る

の
で

す

が
、

こ

の
説
で

は

、
洗

元

の
託

肯
一
の

後

、

荒
祭

宮

は
方

恪
地

割

の

中
に

残
し

、
高

宮

は
外

に

出
し

た
こ

と

に

な
ｒ

’
 ４

‘ｊ
ｘ
'
不

自
然

で
す

。

あ

る
い
は
こ

う
い
う
こ

と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
長
元
の
託

宣
の
後

、
伊
勢

仰
筥
は
斎
宮
へ
の
影
響
力
を
強
め
、
斎
宮
寮
の

訪
｛
汰
官

は
伊
勢
。神
宮
の
太
神
宮
司
を
拿
拗
す
る
大
中
臣
氏

か
ら
ｉ

る
と
い
う

價
習

も
成
立
し
ｉ

す
。
そ
の
こ

ろ
に
、
荒

刄
宮

と
ｔ
。宮

の
名

が
僧
林

さ
れ
た
χ

い
経
験

を
階
ま

え
て
、

神
宮

が
芒
式

に
荒

祭
宮
と
舎
。宮

の
分
祠
を
斎
宮

の
近
く
に

置

き
。
そ

れ
が
斎
宮

の
廃
廻
後

も
残
っ
た
。
そ
の
■
に
は
方

恪

地
割

も
無
く
な

口
て

い
た
の
で

。
そ
の
内
外

は
関
係
な

か

り

た
、
と

い
う
仮
説

で
す
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、
中
世

の

伊
勢
倅
宮
参

躇
ｇ

録
に
こ

れ
ら
の
。押
社

の
名

が
筧

ら
れ
な

い

の

ば
不
審
で

、
本
当

に
斎
宮
廃
絶
以
来

ず
っ
と
残
っ
て
い
た

の
か

、
と
い
う
疑
問
も
あ
り
ま
す
。

な
お

、
興
味
深
い

の
は

、
清
直

が
「
斎
宮

の
絵

馬
」
で
知

ら

れ
る
絵
馬

殿
と
黒
木
の
鳥
居
を
こ

の
荒
祭
宮

の
附
属
建
鞠

だ
と
に

て
い
る
こ

と
で
す

。
こ

の
絵

馬
に
っ
い
て
は
、
‐
‘ヤ
町

φ 醤・子・孫と≡代・ 王になったのiii ………………………

ﾕ
……　　　　　　 ぷ ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　 八

奔上・ 女．光仁凋の酒人・ 女．柘邱羽の９犀早女._でし ぷう，臨武弔の:

＃Xi ・ 収蔵Ｅ 後、悒仁天・ の・ ｅとなりａ７;子　4f尚4 主 を竺みま

り たぴ極力争いに茫き 込まrl 課反母 疑いをかけらｎ.現・ とともに惑７

ごａ、モの二年後にごくなＱた悲IJの斎・ とりこ知５ｎ ていｓ７．

φ ，刎 皿 のモデjllとされる●１=は累？

悟 子（やすこj 斎≡でし ぷう。狩の便いとし こ６ひ５や 二二J irきた在原

茉平との鴫い○マンスび示え‘うｎ こいａｊ 。

きみやこし　 狸や行きけむおもほえず　Ｆ かうつつか悳こかさめてか

かきく５す　心のやみに迦ひにき　ｉ う･⊃つと呟世人ごだめぷ

が有=らです。

嶼

３

肩

・
・
ｔ

ｉ
‐リ
ｒ
‐

２ ６

時

代
よ

り

「
斎

宮

絵

馬
の

辻

’Ｆ

一一
Ｌ

て

、
粛

宮

と

関
連

ぺ
・
け

て
絣

ら

れ

て

い
る

の
で

、
荒
ｇ

宮

と

の

関
保
で

論

じ
る
こ

と

に

は

無

理

が
あ

り

ま

す

。

そ

し

て
絵

馬

の
辻

に

論

聚

し

た

室

町
時

代

の
彭

降
史

料

で

は

、
今

の

と
こ

ろ
荒

祭

寓

に
関

わ

る
史

料

は
見

つ
か

っ

て

い
ま

せ

ん
。

つ
ま
・り
。
絵

馬
の

辻

の

方

が
荒

祭
寓

よ
り

有
名

だ

っ

た

わ
け
で

、
絵

馬

の
辻

と
荒

県

宮

を
関

係

づ

け
る
こ

と
に

は
無

理

が
あ

る

よ
う

に

思
わ

れ
ま

充

こ

の

よ
う

に
、

州
４

神

社

と
荒
祭

宮

の
霖
史

に

つ
い

て

の

御

巫
濤

直

説

に
は

、
・ｙ

な
か

ら

ず
問

題

が
あ
り

、
・こ
れ

ら

の

・押

社
の

牲
悋

は
、

な

お
検

詞

を

冤
す

る
一
片
が
少

な
く
な

い

の

で
す

。

寮

寓
ｉ
‐ｇ

ｌ

鴇
館
　

学

芸
・寮
汲

課
長
一・

φ Ξ加1!9【こも入り
ia 幽と晩隋た葦王は霖７

ｊ

嶺子ま三 で|.ぶ う、八臓で蒼王に卜足され、一年

辺く斎Ξ に丞ｔ さ れたのち呵上天・ の後Ξ に入り

文御とTなりま|.,た，夫弓喧1御ごれ，し 呟５くｊ る

と　 一人 娠の喘 子゛i罰・ 叫 上ｦS 笙? 芦 ２ 釦I&
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娘とともに野冨に=り入御さ れｉした。徊現子蒼三

の伊勢群 行にも｢司行されまし た。これ冰函つたく

前僥のないことでし,た。

φ･ 画屋で艇に謳れ１=ｒ ｐは霊？

隆 子女≡で|.Jよう、天然痘（庖廼 川こかかり［ ＜
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（

群

行

衣

裳

’

長

奉

送

使

一
ｔ

‐
‐
ｉ

‐
て

Ｉ
Ｉ］

虚
ｉ

ｌ

駄

―

遇

怯

ど
ら

い
’ｌ

斎

．」」

．
石

を

佃

勢
！

で

込

り

屑

け
£

‘
”一‐
1行

の

最

高
貫

仕

首

．

沿

還

に

お

り

る

｀
″
察

楕

が

与

え

ら

れ

１９

４

Ｃ
'
‘
 ｄ

４
１４

え

る

と

霖

ら

に

慄

‐
‥`

し

ま

卜
訳
１

斎

王

７

い
お
・
こ

天
・”
一
の

即

役

ご
と

に

。
・
ｔ一
婚

の
ｇ
:ｇ

ｊ
ｌ

Ｇ
Ｋ
ａ

の
娘

）
あ

心

い

Ｕ

女

王
｛

天

皇

の

兄

弟

の

眼

な

ど

｝

Ｑ
ｔ

１

‘ｊ
ｉ
l  
!５

で
遇

ぱ

れ

、
天

皇

の

鴎

位

や

崩

御

、

あ

る

い

は

肉

親

の

不

幸

な

ど

に

よ

り

肝

伍

さ

れ

て
『

祁

に

珊

る

決

ま

り

に

な

っ

て

い

ま

し

た

。

伊

＆

ｔ

Ｋ
ＩＱ

５
ｘ
'
!
｡
!
ｙ
 

Ｋ
｢
Ｑ

。
a‐‐
l
iｘ

Ｑ
x
３
;

ｔ
i

と

九

Ｍ

の

神

格

祭

に

関

わ

る

の

み

で
「

ふ

だ

ん

は

’爾
密

の

中

で

募

と

同

様

の

生

活

を

送

り
て

い

た

も

の

と

Ｉ

λ
ら

孔

て

い

ま

す

。

肖

代

か

ら

ゆ

囃

に

か

け

て

の

文

学

作
八

疋

登

場

す

る

涜

王

も

多

く

、
『
源

氏

物

語

』
『
伊

勢

掬

語

』

な

ど

。

多

く

の
ｔ
ｇ

に

残

‘
戸
れ

て

い

１

す

。

十

二

単

］じ
？
ワ
に
ひ
と
え
】

Ｌ寸
こ
単
と
は
近
似

に
な
っ
て
か
ら

の
呼
び
名

で

正
し
く
は
昌

組
唄

１
た
は
み
獣
Ｍ
と
い

い
ま
す
ｉ
単
衣
？
ｙ

ぶ
ｒ

爾
ね
こ
い
厚

ぶ
か

の

上

！
２
ｙ
 
ｉ（
｡
４

Ｑ

Ｍ
'
ｒ
~
Ｑ

４
!Ｓ

４

！
!
４
ｓ

‘
’
 

ｌ
!
ｊ

は

前

部

の

な

い

プ

り

ｒ

ツ

ヌ

カ

ｒ

卜

の

よ

う
4
‐

一`一

１

つ

け

ま

す

。

Ｉ

狐

の

女

柵
。
の

」

の

友

‘
’

ｉ

裂

）

で

す

。

嬰

は

垂
r
 

ｅ

１
２
~
1
4
］
。

上
4
￥
！
1
‘
 
１

４
１
ｔｒ
l
l
･
!
j

１１
　

１
１
１１
　

１
　

１
　

１
１
　
　

１

Ｓ

厚

糾

か

、
拍
ｇ

ヽ
細

肩

ご

７

い

Ｌ

・

”
｀
衣

は

抒

。
衿

介
わ

せ

が
な
ぐ

、
上

か
ら

謐
お

り

ま

す

。
鷹

芯

は

土

の

匍
衣

と
も

呼

ぼ

れ
る

垂
領

広

ｉ

Ｑ
Ｓ
￥
１１Ｊ
９
 ９
す
9
 
4
1
4
a
l
ｓ

９
打

り
て
光

沢

を

出

し

た

と

こ

ろ
か

ら

こ

の
名

が

あ

々

ま

す

。

形

ｔ
!
４

９

４
ｊ
ｌ！

１
ｊ
 ９
 １

１

ｔ
!
４

Ｘ
'Ｓ

￥

Ｘ
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ん

。

一

応
一

先

斎
一
二
寸
１．
リ

り

！

行

喬

只

公

。
フ

７
．
卜
「

ン

ア

ス

ト

Ｊ

ｉ

・

応
募
・
ぽ
い
為一
力
‥
ゼ
ｉ

〒
ｙ
″`１
Ｓ
－
0
3
7
1

一
二
垂

県
多
気
郡
明
和
町
ｉ
・
‘
｛
2
8
1
1

番
地

斎

王
ま
つ
り
冥
行
委
【
μ
会
事

務
局

電

駄

０

５
９

Ｇ
－

５
２
－
０

０

５
４

Ｆ
Ａ
Ｘ

０

５
９

６
ｊ
５
２
－

７
２

７
４

l
'
X
l
i
 
l

十

一

・
’
．・

’

ｊ
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斉

・王

政

ｙ

務

め

て

私

に

は

通

い

遠

い

存

在

で

あ

り

た

十

。
一
哨

4
j
4
!２
９
１
｡１Ｘ
 Ｉ
’
 
4
1
ｔ

‘＆
Ｊ

’
 ４

Ｑ

心

は

遥

か

背

の

古

代

ゆ

か

し

き

時

代

へ

と

移

『
・
て

行

き

ま

し

た

。

天
ａ

の

名

代

と

し

で

伊

勢

神

営

に

仕

え

た

未

婚

の

皇

女

ド

戻

。土

。

そ

の

誇

り

と

宜

任

、

そ

し

て

親

じ

い

人

、

愛

す

る

人

と

の

別

れ
Ｉ
Ｉ
ち

。照

代

の

斎

王

は

ど

の

よ

う

な

思

い

で

こ

の

伊

勢

の

地

に

赴

い

た

９

‘
'Ｊ
 
４

’ｒ
~
‘
‐Ｋ
ｇ

４

Ｆ

公

隅

で

６；
＆

Ｑ
ｓ

’
 ９

４
･
９

‘
｡
Ｑ
。１
ｊａ

４
 
Ｑ

９

明

の

灯

り

の

元

で

の

前

夜
ａ

’
 ｇ

ｓ
ｇ
の

ま

ぶ

し

い

古

遠

を

行

く

震

撃

似

の
・
中

で

そ

ん

な

事

を

思

い
『

ま

る

で

私

も

そ

の

一

人

で

あ

る

か

の

よ

う

に

鈷

覚

し

て

し

ま

う

９

’
 Ｓ

Ｉ

で

幽

玄

な

素

靖

ら

し

い

お

椚

り

で

し

Ｑ

’
 ４

!
ｙ

ｊ

Ｑ
 ｇ

ｔ
！
=１￥
Ｓ

の

思

い

出

と

な

り

、

今

後

の

人

き

な

励

み

と

な

り

ま

す

。

私

だ

け

で

な

く

。

多

く

の

人

に

夢

物
‐哨

を

見

せ

て

。卜

さ

Ｑ

だ

奥

行
恐

巨

会

の

皆

様

始

め

。

湖

係

老

の

方

々

に

心

よ

り

感

鐙

中

１
‐「

上

げ

ま

す

。

そ

し

’ど

」
声

援

を

下

き

”
た

辿

客

の

皆

ｉ

‘
 ４
ｒ

２

４

＆

‐ｒ
’
ご

ざ

い

ま

し

‘；ｒ

４

Ｈ
‐‐
1

ま

つ

り

が

、

も

っ

と

多

く

の

人

に

知

れ

哉

り

。

益

ヰ

佃

発

展

さ

れ

ま

す

彫

を

心

♪
’

り

お

新

り

‐ｌ
‐
し

上

げ

て

お

り

ま

す

。

f･供斎=Ｅ
西口　 玲 央

壬

姚

斉

ｌ

ｙ

前

め

イ

今

ま

で

斎

。土
祭

り

を

見

て

い
て
『

扁

も

咎

加

し

た

い
な

と

思

‐‐
‘
て

い
ま

し

た

。

や

心
と

囚
年

生

に

な

り
た

の

で

‘
４
‐
ｌｒ
４
ｊｓ

４
 Ｑ
 ｇ

が

、

窯

し

み

で
４

４
｡
ｊ
Ｑ
 Ｑ
'９
'Ｓ

４

王

に

遇

ぱ
’れ

て

ビ

ッ

い７
リ

１
ぶ

‘じ

か
。。

肖

口
。‥
は

、

た

く

さ

ん

の
人

で

、

少

し

緊

張

し

た

。け
ど

、

い
ろ

ん

な

人

達

の

力

で

、

す

ば

ら

し

い

お
ｎ

ｈ
・
に
４

り

ま

し

た

、

こ

の

お
揆

‐
り

が

、

ず

っ
Ｉ
レ
ーー絞

い
て

い

り
て

く

れ

な

ら

い

い

な

と

思

い
ま

す

。
・
艮

い
体

験

を

き
せ

て
‐
＆

‐
阿・
り
て

岑

肖
ｒ

窯

し

か

っ

た
で

す

。

皆尊輦fM元校i! |斎£f恐史k9吻笛叙9

悠
か
か
る
歴
洸
の
凪

い
ま
吹
き
わ
た
る

i
ｌ
 
Ｈ
‐
１
１
１
 
９
 

２
'
ｇ

Ｑ
x
'
l
l
l
[

ａ

Ｑ

代
価

轟
　

下

滞

兪
工

制

度
は

、
飛

鳥

時
代

（
千
一
二
百

年

余
り

珀

）

、

夭

武

大

皇

が

伊

勢

神

宮

に

「
工

申

の
乱

」

の

戦

勝

祈

願

を

し

て

夥

っ
こ

と

が

で

き

た
こ

と

に

感

謝

し

て

、

犬

皇

家

の

御

杜

代

と

し

て

艮

女

の

大

束

坐

女

を
こ

こ

「

い
つ

き

の

み

や

」

に

遣

わ

し

、

そ

れ

か

ら

南

北

信

時

代
ま
で

、

約
六

百

六
・
ド
年
間

読

い
た
糾
反

で

し

た

。

都

か

ら

。九
泊

六

日

を

か

け

、

斎

。士

。
行

ば

「

い
つ

き

の

み

や

」

ま

で

群

行

し

て

き

た

の

で

す

。

そ

し

て

。

五
～

数

代

の

斎

王

や

こ

の
地

に

関

わ

っ

た
人

々

を

恬

び

、

「

資
王

ま

つ
り

」

は

始

ま
り

ま

し
た

。

野

花

菖

賜

が

咲

く

初
夏

、

今

年

も

濤
工

ま

つ
り

の

季

節

が

や

ｒ
‐
 ９
 ６

‘ｔ
i
す
「
。
第

二

十

五

回

を

迎

え

る
斎

王

ま

つ
り

を

、

す

ば

ら

し

い

ま

つ

り

に

し

た

い
と

、

尖

行

委

員

会

は

、

皆

轟

の

ご
支

援

、

ご
協

力

を

い
た

だ
き
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。

「
い
っ
き
の
み
や
」
只

恣
か
な
る
歴
史
の
息
次
を

感
じ
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
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